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  http://miaoli.fun-taiwan.com/AllHouseAround
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 3） 関係者に対する聞き取り調査による。
 4） 苗栗県発行のパンフレット・小冊子などに

よる。
 5） 泰安湯唯温泉のパンフレットなどによる。
 6） 台湾の温泉は、内湯・露天風呂・プール・

家族風呂（貸切風呂）などに分類できる。内
湯は男女別の裸入湯（日本風）、露天風呂は
裸入湯または水着着用、プールは水着着用、
家族風呂は裸入湯となる。日本のような家
族風呂形式の露天風呂は少ない。
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１　はじめに
　関金温泉は、鳥取県のほぼ中央、中国地方
最高峰大山の東山麓に位置し、今から1300
年ほど前、養老年間（717 ～ 724年）に鶴が入
浴しているところを行基が発見し、弘法大師
が再興したとの伝承が残る山陰の古湯であ
る。700年代後半に伯耆国の国庁が近郊にお
かれたことから湯治場として、また、山陰と
山陽をつなぐ備中街道の要所にあることから
宿場町として栄えたと考えられる。適温で湧
出する単純弱放射能泉の温泉は、湯の美しさ
から白金の湯と称され、保養や療養に適し、
1970（昭和45）年に国民保養温泉地の指定（厚
生省、現環境省）、2011（平成23）年に日本の
名湯百選（特定非営利活動法人健康と温泉フ
ォーラム）の認定を受けている。
　関金温泉を利用している主な施設は、温泉
旅館４軒、日帰り入浴施設１軒、共同湯１軒、
介護福祉施設４軒である。公共施設では、総
合運動公園、親水公園等が整備されている。
　1980年代には、地元農業団体、商工会、
行政機関等が連日宴会を開き大変賑わった
が、1990年代に入ると地元の利用客が減少し、
観光客の誘客を図ったものの減少が続いてい
るという1）。鳥取県がまとめた観光客入込動
態調査をみても、入湯客数が減少しているこ
とが確認できる2）。
　他方、関金温泉のある倉吉市では少子高齢
化が進行し、医療保険制度の改定や公的介護

保険制度の導入により、市の財政負担及び市
民の個人負担が増加している状況3）であり、
倉吉市いきいき健康・食育推進計画において
も健康寿命の延伸のため、一人ひとりが運動
習慣の定着に努めることが指摘されている。4）

　本稿では、長期滞在できる保養温泉地づく
りを目指す関金温泉プラチナ（白金）プロジ
ェクトの取り組みを通して、温泉場を活用し
た健康づくりについて考察する。

２　関金温泉プラチナ（白金）プロジェクト
　関金温泉プラチナ（白金）プロジェクトは、
前述の社会背景の中、「観光分野」「健康分野」

「介護分野」が連携し、保養温泉地として長
期滞在者の増加を図るとともに、地域住民に
多く利用され、親しまれる温泉地を目指すプ
ロジェクトとして、2012（平成24）年にスタ
ートした（図１）。
　実施主体は、関金温泉旅館組合を中心とし
ながら、行政各部署（観光交流課、医療保険
課、長寿社会課、保健センター）、介護施設
が連携してプロジェクトにあたっている。
　考察にあたり、プロジェクトの一環とし
て、介護予防と生活習慣病予防の推進のため
に、運動習慣の定着と関金温泉の誘客を目的
として、温泉に浸かりながら浴槽内で運動を
おこなう湯中運動事業に取り組んだ。
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める取り組みをおこなった。参加者は前期・
後期を合わせ44名の参加であった。
②湯中運動リーダー養成講習会
　湯中運動教室の指導的立場となる者を養成
する講習会で、実技と講義を行い、成績優秀
者に倉吉市長認定のリーダー認定証を交付し
た。週１回のペースで合計12回程度を１ク
ールとして、年間２クール（前期・後期）を
実施した。リーダー認定後もフォローアップ
研修を行い、スキル向上を図った。ヒザ腰シ
ャキッと湯中運動教室の卒業生がスキルアッ
プのために参加するケースも見られた。会場
は、日帰り入浴施設「湯命館」のほか、温泉
旅館（国民宿舎グリーンスコーレせきがね、
美章苑、湯楽里）の大浴場を利用した。また、
フォローアップ研修では、内容に応じて関金
温泉内にある介護施設の運動浴槽も利用し
た。参加者は前期・後期を合わせ24名あり、
16名の湯中運動リーダーが誕生した。
③湯中運動サークル「ひとはな会」
　ヒザ腰シャキッと湯中運動教室の卒業生が
継続して湯中運動ができる環境を整えるた
め、自主サークルの立ち上げ支援を行った。
毎週水・木曜日に開催し、サークルの会員は
参加しやすい曜日に週１回程度のペースで参
加している。湯中運動リーダーが指導と運営
を交代で行っている。会員数は30名程度あ
り、運営費用は会員の月会費によってまかな
われている。

（2）湯中運動の位置づけ
　湯中運動は、温泉場を活用した健康増進を
目的としているため、行政の福祉保健部局と
連携して実施している。ヒザ腰シャキッと湯
中運動教室は、医療保険課及び保健センター
が担当し、国民健康保険事業の生きがい健康
づくり事業として実施した。湯中運動リーダ
ー養成講習会は、長寿社会課が担当5）し、介
護保険事業の介護予防一般高齢者施策事業と
して実施した。湯中運動サークルは自主事業
で、会員によって実施されている（表１）。
（3）湯中運動スキーム

　湯中運動事業では、教室の参加者を募るた
め、イベント等に合わせ無料体験を実施し、
教室の周知を行っている。湯中運動の無料体
験者がヒザ・腰シャキッと湯中運動教室に参
加し、教室終了後、さらにスキルアップを求
める人は湯中運動リーダー養成講習会へ進
み、継続参加を求める人は湯中運動サークル
に加入していくというスキームで展開してい
る（図２）。
　また、湯中運動リーダー認定者は、湯中運
動リーダー会「ゆりめりあ」を組織し、湯中
運動サークルの指導及び運営にあたってい
る。
（4）湯中運動の効果

　湯中運動の効果を検証するため、ヒザ・腰
シャキッと湯中運動教室の教室前後におい
て、収縮期血圧、拡張期血圧、長座体前屈、

３　湯中運動事業
（1）湯中運動の内容

　湯中運動は、温泉の湯船に浸かりながら手
足を動かし、水圧、水温、抵抗、浮力等を活
用したアクアセラピープログラムである（写
真１）。温泉の中で行う運動と、湯上りに和
室等の畳の上で行う体操で構成されている。
2012（平成24）年にモニター実施し、利用者
アンケート調査（n＝60人）の結果、93.3％の
人が「また参加したい」との回答結果であっ
たため、2013（平成25）年から本格実施する
こととなった。指導者は、福岡県からアクア
セラピーの専門家を講師として招いた。
　湯中運動事業は、「ヒザ腰シャキッと湯中
運動教室」、「湯中運動リーダー養成講習会」、

「湯中運動サークル」に分けられる。以下、
各内容について説明する。
①ヒザ腰シャキッと湯中運動教室
　ヒザや腰に痛みや不安のある人を対象に、
週１回のペースで合計８回～ 11回を１クー

ルとして、年間２クール（前期・後期）を実
施した。会場は、日帰り入浴施設「湯命館」で、
営業時間前の大浴場（09:00-09:40）と大広間

（10:00-11:00）を貸し切り利用した。また、保
健センターの保健師による健康講話を教室の
中で随時実施し、生活習慣病や医療費等につ
いて学び、主体的な参加意識や健康意識を高

表１　湯中運動の位置づけ

図１　関金温泉プラチナ（白金）プロジェクト
（注）事業内容をもとに筆者作成。

写真１　湯中運動の様子
（注）筆者撮影。2013年５月。

　　（注）事業内容をもとに筆者作成。
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める取り組みをおこなった。参加者は前期・
後期を合わせ44名の参加であった。
②湯中運動リーダー養成講習会
　湯中運動教室の指導的立場となる者を養成
する講習会で、実技と講義を行い、成績優秀
者に倉吉市長認定のリーダー認定証を交付し
た。週１回のペースで合計12回程度を１ク
ールとして、年間２クール（前期・後期）を
実施した。リーダー認定後もフォローアップ
研修を行い、スキル向上を図った。ヒザ腰シ
ャキッと湯中運動教室の卒業生がスキルアッ
プのために参加するケースも見られた。会場
は、日帰り入浴施設「湯命館」のほか、温泉
旅館（国民宿舎グリーンスコーレせきがね、
美章苑、湯楽里）の大浴場を利用した。また、
フォローアップ研修では、内容に応じて関金
温泉内にある介護施設の運動浴槽も利用し
た。参加者は前期・後期を合わせ24名あり、
16名の湯中運動リーダーが誕生した。
③湯中運動サークル「ひとはな会」
　ヒザ腰シャキッと湯中運動教室の卒業生が
継続して湯中運動ができる環境を整えるた
め、自主サークルの立ち上げ支援を行った。
毎週水・木曜日に開催し、サークルの会員は
参加しやすい曜日に週１回程度のペースで参
加している。湯中運動リーダーが指導と運営
を交代で行っている。会員数は30名程度あ
り、運営費用は会員の月会費によってまかな
われている。

（2）湯中運動の位置づけ
　湯中運動は、温泉場を活用した健康増進を
目的としているため、行政の福祉保健部局と
連携して実施している。ヒザ腰シャキッと湯
中運動教室は、医療保険課及び保健センター
が担当し、国民健康保険事業の生きがい健康
づくり事業として実施した。湯中運動リーダ
ー養成講習会は、長寿社会課が担当5）し、介
護保険事業の介護予防一般高齢者施策事業と
して実施した。湯中運動サークルは自主事業
で、会員によって実施されている（表１）。
（3）湯中運動スキーム

　湯中運動事業では、教室の参加者を募るた
め、イベント等に合わせ無料体験を実施し、
教室の周知を行っている。湯中運動の無料体
験者がヒザ・腰シャキッと湯中運動教室に参
加し、教室終了後、さらにスキルアップを求
める人は湯中運動リーダー養成講習会へ進
み、継続参加を求める人は湯中運動サークル
に加入していくというスキームで展開してい
る（図２）。
　また、湯中運動リーダー認定者は、湯中運
動リーダー会「ゆりめりあ」を組織し、湯中
運動サークルの指導及び運営にあたってい
る。
（4）湯中運動の効果

　湯中運動の効果を検証するため、ヒザ・腰
シャキッと湯中運動教室の教室前後におい
て、収縮期血圧、拡張期血圧、長座体前屈、

３　湯中運動事業
（1）湯中運動の内容

　湯中運動は、温泉の湯船に浸かりながら手
足を動かし、水圧、水温、抵抗、浮力等を活
用したアクアセラピープログラムである（写
真１）。温泉の中で行う運動と、湯上りに和
室等の畳の上で行う体操で構成されている。
2012（平成24）年にモニター実施し、利用者
アンケート調査（n＝60人）の結果、93.3％の
人が「また参加したい」との回答結果であっ
たため、2013（平成25）年から本格実施する
こととなった。指導者は、福岡県からアクア
セラピーの専門家を講師として招いた。
　湯中運動事業は、「ヒザ腰シャキッと湯中
運動教室」、「湯中運動リーダー養成講習会」、

「湯中運動サークル」に分けられる。以下、
各内容について説明する。
①ヒザ腰シャキッと湯中運動教室
　ヒザや腰に痛みや不安のある人を対象に、
週１回のペースで合計８回～ 11回を１クー

ルとして、年間２クール（前期・後期）を実
施した。会場は、日帰り入浴施設「湯命館」で、
営業時間前の大浴場（09:00-09:40）と大広間

（10:00-11:00）を貸し切り利用した。また、保
健センターの保健師による健康講話を教室の
中で随時実施し、生活習慣病や医療費等につ
いて学び、主体的な参加意識や健康意識を高

表１　湯中運動の位置づけ

図１　関金温泉プラチナ（白金）プロジェクト
（注）事業内容をもとに筆者作成。

写真１　湯中運動の様子
（注）筆者撮影。2013年５月。

　　（注）事業内容をもとに筆者作成。
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段の昇り降りが楽にできるようになった。」
（70代・女性）、「正座ができるようになった。」
（60代・女性）、「肩こりが少し楽になった。」
（60代・女性）等、日常生活において効果を
実感している様子が伺える。
（5）湯中運動事業のまとめと今後の課題

　湯中運動事業で、血圧、柔軟性、バランス
感覚、痛みのスケールの評価項目において改
善がみられることを確認でき、温泉場を使っ
た関金温泉での保養事業が地域保健事業に成
り得る可能性が認められた。また、湯中運動
サークルにおいては、サークルが立ち上がっ
た2013（平成25）年10月から2014（平成26）
年４月までの間に、延べ500人を超える参加
があり、そのほとんどの人がこれまで関金温
泉を利用していなかった人であることから、
湯中運動事業により関金温泉の新規利用客が
増加したものと考えられる。会員どうしの交
流も生まれており、親睦を深めるイベントな
どが実施され、交流拠点の一つとなってい
る。
　湯中運動事業の今後の課題としては、運動
内容の質や参加者の健康を保つため、健康運
動指導士及び温泉利用指導者並びに保健師の
常駐が必要だと考えられる。また、行政の福
祉保健部局との連携を深化し、保健事業とし
ての定着化、さらに、保健と地域医療機関・
医師会との連携を図っていく必要がある。

　事業の評価についても、運動機能等の評価
項目だけでなく、教室参加前後の参加者の医
療費の比較をおこない、温泉を活用した主体
的な健康づくり事業の展開と継続性を検証し
ていく必要がある。

４　結び
　少子高齢化はほとんどの市町村で進行し、
医療費や介護給付費の増加は避けられない問
題となっている。今後、温泉場を活用した健
康づくりは必要性が増してくると考えられ
る。健康づくりには、「運動」「栄養」「休養」
の３要素が必要だといわれており、今回試み
た湯中運動だけではなく、栄養や休養の取り
組みも必要となる。
　2012（平成24）年７月31日発出の国民保養
温泉地の選定について（環境省自然環境局長）
で選定標準が改定されたが、その根拠となる
中央環境審議会の答申（2007〔平成19〕年２
月６日）では、健康づくりの場としての体制
整備として、療養施設、福祉施設等との連携
の強化や、食と健康を組み合わせた温泉地の
特色づくりが指摘6）されており、温泉旅館だ
けではなく、介護施設や運動施設との連携が
求められている。
　また、温泉施設を活用して健康増進を図る
厚生労働省による温泉利用型健康増進施設の
活用も必要になってくると考えられる。その

開眼片足立ちについて測定を行った。また、
保健師による痛みのスケールの聞き取り調査
を行った。
　前期の教室においては、教室前後のデータ
測定ができた17名の平均値の比較を行った
ところ、収縮期血圧、拡張期血圧、長座体前
屈、開眼片足立ちについて改善が認められ
た。痛みのスケールでは、軽減10名（59％）、
維持１名（６％）、増加６名（35％）であった。
増加の６名も10月の聞き取りによれば農繁
期での作業量増等によるものと推察される。

　後期の教室においては、教室前後のデータ
測定のできた21名の平均値の比較を行った
ところ、収縮期血圧、拡張期血圧、長座体前
屈、開眼片足立ちについて改善が認められ
た。痛みのスケールでは、軽減13名（62％）、
維持７名（33％）、増加１名（５％）であった

（表２、３）。
　参加者の声を抜粋すると、「ヒザの痛みが
減った。」（70代・女性）、「身体が軽くなった。」

（70代・女性）、「ヒザに水がたまらなくなり、
病院に行く回数が減った。」（50代・女性）、「階

表２　ヒザ腰シャキッと湯中運動教室（前期）

表３　ヒザ腰シャキッと湯中運動教室（後期）

図２　湯中運動スキーム
（注）事業内容をもとに筆者作成。

（注）筆者作成（2014）。

（注）筆者作成（2014）
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段の昇り降りが楽にできるようになった。」
（70代・女性）、「正座ができるようになった。」
（60代・女性）、「肩こりが少し楽になった。」
（60代・女性）等、日常生活において効果を
実感している様子が伺える。
（5）湯中運動事業のまとめと今後の課題

　湯中運動事業で、血圧、柔軟性、バランス
感覚、痛みのスケールの評価項目において改
善がみられることを確認でき、温泉場を使っ
た関金温泉での保養事業が地域保健事業に成
り得る可能性が認められた。また、湯中運動
サークルにおいては、サークルが立ち上がっ
た2013（平成25）年10月から2014（平成26）
年４月までの間に、延べ500人を超える参加
があり、そのほとんどの人がこれまで関金温
泉を利用していなかった人であることから、
湯中運動事業により関金温泉の新規利用客が
増加したものと考えられる。会員どうしの交
流も生まれており、親睦を深めるイベントな
どが実施され、交流拠点の一つとなってい
る。
　湯中運動事業の今後の課題としては、運動
内容の質や参加者の健康を保つため、健康運
動指導士及び温泉利用指導者並びに保健師の
常駐が必要だと考えられる。また、行政の福
祉保健部局との連携を深化し、保健事業とし
ての定着化、さらに、保健と地域医療機関・
医師会との連携を図っていく必要がある。

　事業の評価についても、運動機能等の評価
項目だけでなく、教室参加前後の参加者の医
療費の比較をおこない、温泉を活用した主体
的な健康づくり事業の展開と継続性を検証し
ていく必要がある。

４　結び
　少子高齢化はほとんどの市町村で進行し、
医療費や介護給付費の増加は避けられない問
題となっている。今後、温泉場を活用した健
康づくりは必要性が増してくると考えられ
る。健康づくりには、「運動」「栄養」「休養」
の３要素が必要だといわれており、今回試み
た湯中運動だけではなく、栄養や休養の取り
組みも必要となる。
　2012（平成24）年７月31日発出の国民保養
温泉地の選定について（環境省自然環境局長）
で選定標準が改定されたが、その根拠となる
中央環境審議会の答申（2007〔平成19〕年２
月６日）では、健康づくりの場としての体制
整備として、療養施設、福祉施設等との連携
の強化や、食と健康を組み合わせた温泉地の
特色づくりが指摘6）されており、温泉旅館だ
けではなく、介護施設や運動施設との連携が
求められている。
　また、温泉施設を活用して健康増進を図る
厚生労働省による温泉利用型健康増進施設の
活用も必要になってくると考えられる。その

開眼片足立ちについて測定を行った。また、
保健師による痛みのスケールの聞き取り調査
を行った。
　前期の教室においては、教室前後のデータ
測定ができた17名の平均値の比較を行った
ところ、収縮期血圧、拡張期血圧、長座体前
屈、開眼片足立ちについて改善が認められ
た。痛みのスケールでは、軽減10名（59％）、
維持１名（６％）、増加６名（35％）であった。
増加の６名も10月の聞き取りによれば農繁
期での作業量増等によるものと推察される。

　後期の教室においては、教室前後のデータ
測定のできた21名の平均値の比較を行った
ところ、収縮期血圧、拡張期血圧、長座体前
屈、開眼片足立ちについて改善が認められ
た。痛みのスケールでは、軽減13名（62％）、
維持７名（33％）、増加１名（５％）であった

（表２、３）。
　参加者の声を抜粋すると、「ヒザの痛みが
減った。」（70代・女性）、「身体が軽くなった。」

（70代・女性）、「ヒザに水がたまらなくなり、
病院に行く回数が減った。」（50代・女性）、「階

表２　ヒザ腰シャキッと湯中運動教室（前期）

表３　ヒザ腰シャキッと湯中運動教室（後期）

図２　湯中運動スキーム
（注）事業内容をもとに筆者作成。

（注）筆者作成（2014）。

（注）筆者作成（2014）
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際、現状の施設に対する認定ではなく、前述
の趣旨のとおり、複数施設の連携による認定
へと展開していくべきと考える。

注
 1） 旅館の筆者聞き取り調査による（2011）。
 2） 鳥取県（2013）：「観光客入込動態調査結果」、

16頁。
 3） 倉吉市医療保険課、長寿社会課提供資料

（2012）。
 4） 倉吉市（2013）：「倉吉市いきいき健康・食育

推進計画」、３頁。健康増進法、食育基本法
に基づく市町村行動計画。

 5） 2013（平成25）年は観光交流課が地域資源観
光活用事業として実施し、2014（平成26年）
から長寿社会課に事業が移管された。

 6） 中央環境審議会（2007）：「温泉資源の保護対
策及び温泉の成分に係る情報提供のあり方
等について」、８頁。

山村：ただいまから、日本温泉地域学会第
23回研究発表大会のシンポジウムを始めま
す。シンポジウムのタイトルは、「鳥取県の
温泉地の活性化－観光振興の展望－」です。
私は、司会を務めます学会常務理事の山村で
す。よろしくお願いします。本日は鳥取県の
主な温泉地である皆生、関金、三朝の各温泉
地から３名のパネリストの方々に参加してい
ただきましたので、御紹介致します。まず、
皆生温泉の増田さんから自己紹介をお願いし
ます。
増田：皆生温泉観光株式会社の増田です。私
は５年半前にこの会社にお世話になりました
が、それまでは外資系の航空会社で30数年
間働いていました。バンコクと香港に駐在し
た経験から多少の営業のマーケッティングに
関係していましたが、皆生温泉観光の坂内社
長からお誘いを受け、お世話になりました。
私は温泉の勉強を多少始めたというのが現状
で、学術的なことをお話しできるかどうかと
思いますが、今回皆生温泉を代表して、多少
得ている知識、資料、経験とかをお話しでき
れば幸いです。よろしくお願いします。
　それでは続きまして、倉吉市役所観光交流
課の木藤さん、お願いします。
木藤：こんにちは。倉吉市役所に勤務してい
ます木藤と申します。私は倉吉市役所で観光
の仕事をしていますが、観光の分野にかかわ
らず少し幅を広げて、地域づくりを含めて温
泉地をどうしたら元気にできるのかという取
り組みを、ここ３年ほどやっております。本
日は、その内容を皆様に御紹介できたらと思

っています。よろしくお願いします。
山村：では三朝温泉の御舩さん、よろしくお
願いします。
御舩：三朝温泉木屋旅館、八代目の社長をし
ています御舩です。自己紹介ということで、
少しPRをさせていただきます。本家は江戸
の頃に庄屋をしており、旅人も泊めていまし
た。旅館の創業は、明治元年と聞いておりま
す。私で八代目ですけれど、温泉を守るため
に今の位置でずっと宿屋をしています。玄関
周りは明治の建物であり、明治、大正、昭和、
平成の建物が複合しており、館内の施設配置
は、２、３回は４～５泊程度していただかな
いと良く理解できないという、迷路が売りの
宿です。よろしくお願いします。
山村：これからの議論については、まず鳥取
県内の立地条件も性格も違う皆生温泉、関金
温泉、三朝温泉の現状とあり方について、直
接関わっておられるパネリストの皆様方から
御意見を頂くとともに、どのような課題があ
るのか、その解決策など、現状を踏まえた話
をうかがえればと思います。次いで、今お考
えの具体的な観光振興策を具体的にどのよう
に展開していくのか、将来展望を踏まえての
お話を頂ければ幸いです。
　さて、鳥取県の温泉地は日本の47都道府
県の中でどの位置にあるのでしょうか。環境
省が毎年宿泊統計を発表していますが、平成
24年度の宿泊客数を見ると、トップが北海
道で1,100万人です。かつては静岡県が1位
でしたが、現在は1,067万人で２位です。鳥
取県は118万人で全国31位です。鳥取県観光

シンポジウム

鳥取県の温泉地の活性化─観光振興の展望─
　　　　　　コーディネーター　：山村順次（千葉大学名誉教授）
　　　　　　パネリスト　　　　：増田克己（皆生温泉観光株式会社総支配人）
　　　　　　　　　　　　　　　：木藤隆親（倉吉市役所観光交流課）
　　　　　　　　　　　　　　　：御舩　秀（三朝温泉木屋旅館社長）
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際、現状の施設に対する認定ではなく、前述
の趣旨のとおり、複数施設の連携による認定
へと展開していくべきと考える。

注
 1） 旅館の筆者聞き取り調査による（2011）。
 2） 鳥取県（2013）：「観光客入込動態調査結果」、

16頁。
 3） 倉吉市医療保険課、長寿社会課提供資料

（2012）。
 4） 倉吉市（2013）：「倉吉市いきいき健康・食育

推進計画」、３頁。健康増進法、食育基本法
に基づく市町村行動計画。

 5） 2013（平成25）年は観光交流課が地域資源観
光活用事業として実施し、2014（平成26年）
から長寿社会課に事業が移管された。

 6） 中央環境審議会（2007）：「温泉資源の保護対
策及び温泉の成分に係る情報提供のあり方
等について」、８頁。

山村：ただいまから、日本温泉地域学会第
23回研究発表大会のシンポジウムを始めま
す。シンポジウムのタイトルは、「鳥取県の
温泉地の活性化－観光振興の展望－」です。
私は、司会を務めます学会常務理事の山村で
す。よろしくお願いします。本日は鳥取県の
主な温泉地である皆生、関金、三朝の各温泉
地から３名のパネリストの方々に参加してい
ただきましたので、御紹介致します。まず、
皆生温泉の増田さんから自己紹介をお願いし
ます。
増田：皆生温泉観光株式会社の増田です。私
は５年半前にこの会社にお世話になりました
が、それまでは外資系の航空会社で30数年
間働いていました。バンコクと香港に駐在し
た経験から多少の営業のマーケッティングに
関係していましたが、皆生温泉観光の坂内社
長からお誘いを受け、お世話になりました。
私は温泉の勉強を多少始めたというのが現状
で、学術的なことをお話しできるかどうかと
思いますが、今回皆生温泉を代表して、多少
得ている知識、資料、経験とかをお話しでき
れば幸いです。よろしくお願いします。
　それでは続きまして、倉吉市役所観光交流
課の木藤さん、お願いします。
木藤：こんにちは。倉吉市役所に勤務してい
ます木藤と申します。私は倉吉市役所で観光
の仕事をしていますが、観光の分野にかかわ
らず少し幅を広げて、地域づくりを含めて温
泉地をどうしたら元気にできるのかという取
り組みを、ここ３年ほどやっております。本
日は、その内容を皆様に御紹介できたらと思

っています。よろしくお願いします。
山村：では三朝温泉の御舩さん、よろしくお
願いします。
御舩：三朝温泉木屋旅館、八代目の社長をし
ています御舩です。自己紹介ということで、
少しPRをさせていただきます。本家は江戸
の頃に庄屋をしており、旅人も泊めていまし
た。旅館の創業は、明治元年と聞いておりま
す。私で八代目ですけれど、温泉を守るため
に今の位置でずっと宿屋をしています。玄関
周りは明治の建物であり、明治、大正、昭和、
平成の建物が複合しており、館内の施設配置
は、２、３回は４～５泊程度していただかな
いと良く理解できないという、迷路が売りの
宿です。よろしくお願いします。
山村：これからの議論については、まず鳥取
県内の立地条件も性格も違う皆生温泉、関金
温泉、三朝温泉の現状とあり方について、直
接関わっておられるパネリストの皆様方から
御意見を頂くとともに、どのような課題があ
るのか、その解決策など、現状を踏まえた話
をうかがえればと思います。次いで、今お考
えの具体的な観光振興策を具体的にどのよう
に展開していくのか、将来展望を踏まえての
お話を頂ければ幸いです。
　さて、鳥取県の温泉地は日本の47都道府
県の中でどの位置にあるのでしょうか。環境
省が毎年宿泊統計を発表していますが、平成
24年度の宿泊客数を見ると、トップが北海
道で1,100万人です。かつては静岡県が1位
でしたが、現在は1,067万人で２位です。鳥
取県は118万人で全国31位です。鳥取県観光

シンポジウム

鳥取県の温泉地の活性化─観光振興の展望─
　　　　　　コーディネーター　：山村順次（千葉大学名誉教授）
　　　　　　パネリスト　　　　：増田克己（皆生温泉観光株式会社総支配人）
　　　　　　　　　　　　　　　：木藤隆親（倉吉市役所観光交流課）
　　　　　　　　　　　　　　　：御舩　秀（三朝温泉木屋旅館社長）
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の大変な苦労があり、それが温泉供給会社に
引き継がれて、今日の安定した温泉が供給さ
れているのですね。
増田：内陸の方に温泉井戸を掘り、現在14
本の井戸が稼働していて、58の需要者に供
給しています。パイプラインの長さは、約７
㎞にもなります。
山村：只今、皆生温泉についての報告があり
ましたが、会場から質問があればどうぞ。
能津：東海大学の能津と申します。一つ事実
確認だけですが、入湯客数の推移の資料で平
成10年から24年の数値は宿泊客のみでしょ
うか。それとも日帰り入湯客も入湯税を支払
っているのかどうか、確認させていただけれ
ばと思います。
増田：宿泊者だけです。入湯税に基づいた数
字です。
能津：ありがとうございます。日帰り客から
も入湯税を取っている地域があるものですか
ら、確認させていただきました。
山村：皆生温泉には高層の立派なコンクリー
トづくりの建物が規則的に並んでいますが、
これは最初の土地区画の計画が生かされてい
るのですか。
増田：昨日、皆さんは温泉場を歩いたのでし
ょうか。（会場：歩きました）。三条、四条と
いう名前に気付かれたと思うのですが、本社
の坂内家は京都にありまして、それに基づい
て、三条、四条通という名前を付けて区画整
備をしました。区画整備の基を作ったのは初
代社長の有本さんです。当時の設計者が作っ
た町づくりの基本となるものを見ていただく
と、碁盤の目のように綺麗に区画整理されて
おり、大正初めの当時としては、良い町づく
りを考えてくれたものだと思います。
山村：皆生温泉は、ちょうど日本の温泉地が
大きく発展していく、そういう時代の計画的
な温泉地づくりの代表例ですね。それでは続
いて、木藤さんに関金温泉についてお願いい
たします。

歴史ある関金温泉の現状への危機感
木藤：関金温泉の現状を報告させて頂きま
す。まず、昨日視察会を行っていただきまし
て、大変ありがとうございました。この場を
お借りしまして、お礼を申し上げます。
　石川先生から、皆生温泉で日本温泉地域学
会の大会を行うに当たって、関金温泉を視察
しようと思っているがとの話をうかがった時
に、関金温泉は大変小さな温泉地で、一言で
言えば寂れている温泉地です、そのありのま
ましかお見せすることができませんがよろし
いでしょうかと、お話をさせていただきまし
た。そのときに、石川先生がありのままの姿
でよいのですと仰っていただいて、本当にあ
りがたいお言葉を頂きました。
　昨日、現地を見られた方は特に感じられた
と思いますが、関金温泉は一言で言えば寂れ
ている、建物が古い、本当に小さな温泉地で
す。旅館は４軒しかありません。そのうち２
軒を行政が所有しており、民間の指定管理に
出している旅館です。残り２軒が個人経営の
小さな旅館です。また、関の湯という共同湯
が１ヵ所ありますが、３、４人が入れば浴槽
がいっぱいになるほどの小さな施設です。そ
の他、日帰り入浴施設として湯命館という建
物が１ヵ所ありますが、関金温泉はこれらの
温泉施設で構成されています。
　宿泊客数も先ほどの皆生温泉の資料を見な
がら、本当に桁が違うと言いますか、年間
１万4,000人ほどであり、近年では横ばいか
右肩下がりとなっているのが現状です。
　私がこの仕事に携わって４年目になります
が、当初の旅館組合は活発ではありませんで
した。旅館組合の総会があるので、行政から
もということでオブザーバーとして参加をし
たのですが、大愚痴大会といえる感じの大会
で、まあ飲んでお終いとなりました。１年間
の事業計画は、その時だけというような総会
でした。そうした中で、私には関金温泉を何
とか残したいという思いがあり、その取り組
みについて旅館組合と話をしてきた訳です

政策課の平成24年度温泉地入湯客数資料で
は、皆生温泉が40万人で１位、三朝温泉が
37万人で２位、関金温泉が1.3万人であり、
近年、いずれも減少傾向を示しています。こ
のような状況のもとで、各温泉地がその特色
を生かしつつ、どのような方向性を目指すの
かが、このシンポジウムの課題です。
　まず皆生温泉から伺いたいのですが、増田
さん、よろしくお願いします。
皆生温泉の歴史と集客状況
増田：皆様のお手元に会社案内をお渡ししま
した。まず、皆生温泉の歴史と温泉地の由来
ということですが、皆生温泉の歴史と当社の
歴史とは一致するところがあります。地名の
由来は皆さんご存知かと思いますが、「海の
池」と書かれたのが最初です。安土桃山時代
になると、皆が生まれる「皆生」に変わった
のですが、その理由についてはいろいろな説
があります。一つは海の池というところは自
殺の名所であったということで、地域の住民
が皆が生きるということで皆生にしたという
説、もう一つは読み方ですが、単に漢字を知
らない人達が「カイケ」と聞いて、役人の一
人が自分の知っている漢字を充てたとか、縁
起が良いからとか言われてきました。今の皆
生は、江戸の末期に統一されたそうです。
　皆生温泉の歴史と言えば、うちの会社は
1920（大正９）年の創業で、翌年に株式会社
になりました。温泉は明治初めの発見です
が、その前から甘鯛のいる所とか、魚がたく
さん獲れるとか噂があり、漁師がそれを見つ
けたのです。当時の村長に清酒５升、一升瓶
５本で温泉の権利を売り渡したと言われてい
ます。昔は皆生の海岸線から300ｍくらい先
まで砂浜があったそうです。冬の皆生を知っ
ている方は御存知だと思いますが、物凄い荒
波ですね。護岸を作っては壊されるというこ
とで資金も底をついたときに、わが社の創業
者である有本光太郎さんが全部買い取って、
町の区画整理から始めたわけです。しかし、
資金が足りず、坂内家の祖父が全部引きうけ

て、今の会社になったのです。
　先ほど、山村先生から入浴客数の話が出ま
したが、これは入湯税に基づいた資料です。
平成10年に当社は新しくおーゆホテル、お
ーゆランドという温浴施設を開業し、皆生温
泉の入湯者数の右肩下がりを多少和らげまし
た。テレビの影響が非常に大きいのですが、
松江の宍道湖をテーマにした朝の連ドラ「だ
んだん」は、皆生ではあまり影響を受けませ
んでしたが、平成22年の「ゲゲゲの鬼太郎」
では一挙に盛り返しました。平成23年は何
と言っても東日本大震災ですね。その際、高
速道路無料実験化が実施され、誘客にプラス
の影響がありました。現在、それが中止にな
り、年間３万人ほど減っています。
　平成24年度は右肩下がりが止まらずに40
万人を切り、昨年は出雲大社の60年に一度
の大遷宮と鳥取県の植樹祭における天皇皇后
両陛下の植樹、エコツーリズムの国際大会な
どイベントもいくつか続いて、45万人を数
えました。なぜ無料高速道路の実験化がこれ
だけ影響があるかというと、中国・四国の各
地から皆生温泉に来られる方の76％は自家
用車です。これが非常に大きいので、高速道
路無料実験化の中止は痛いです。以上が皆生
温泉の現状です。今後とも大きなイベントが
ない限りは、客の減少は続くと考えておりま
す。
山村：ありがとうございました。皆生温泉の
成立と発展にとって、皆生温泉観光株式会社
が大きな役割を果たしてきたことが分かりま
した。
増田：タタラ製鉄の会社が安来にあるのです
が、そこで沢山の砂鉄を取ってきたので土砂
が流れてきて、今の皆生の海岸線から沖合約
300ｍまで土砂で埋まっていたのです。とこ
ろが、砂鉄の採取をしなくなって日野川に土
砂を流さなくなると、真冬には土砂が浸食さ
れて海岸線が後退しました。温泉の源泉があ
ったところも全部やられたのです。
山村：これまでに、温泉確保については先人
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の大変な苦労があり、それが温泉供給会社に
引き継がれて、今日の安定した温泉が供給さ
れているのですね。
増田：内陸の方に温泉井戸を掘り、現在14
本の井戸が稼働していて、58の需要者に供
給しています。パイプラインの長さは、約７
㎞にもなります。
山村：只今、皆生温泉についての報告があり
ましたが、会場から質問があればどうぞ。
能津：東海大学の能津と申します。一つ事実
確認だけですが、入湯客数の推移の資料で平
成10年から24年の数値は宿泊客のみでしょ
うか。それとも日帰り入湯客も入湯税を支払
っているのかどうか、確認させていただけれ
ばと思います。
増田：宿泊者だけです。入湯税に基づいた数
字です。
能津：ありがとうございます。日帰り客から
も入湯税を取っている地域があるものですか
ら、確認させていただきました。
山村：皆生温泉には高層の立派なコンクリー
トづくりの建物が規則的に並んでいますが、
これは最初の土地区画の計画が生かされてい
るのですか。
増田：昨日、皆さんは温泉場を歩いたのでし
ょうか。（会場：歩きました）。三条、四条と
いう名前に気付かれたと思うのですが、本社
の坂内家は京都にありまして、それに基づい
て、三条、四条通という名前を付けて区画整
備をしました。区画整備の基を作ったのは初
代社長の有本さんです。当時の設計者が作っ
た町づくりの基本となるものを見ていただく
と、碁盤の目のように綺麗に区画整理されて
おり、大正初めの当時としては、良い町づく
りを考えてくれたものだと思います。
山村：皆生温泉は、ちょうど日本の温泉地が
大きく発展していく、そういう時代の計画的
な温泉地づくりの代表例ですね。それでは続
いて、木藤さんに関金温泉についてお願いい
たします。

歴史ある関金温泉の現状への危機感
木藤：関金温泉の現状を報告させて頂きま
す。まず、昨日視察会を行っていただきまし
て、大変ありがとうございました。この場を
お借りしまして、お礼を申し上げます。
　石川先生から、皆生温泉で日本温泉地域学
会の大会を行うに当たって、関金温泉を視察
しようと思っているがとの話をうかがった時
に、関金温泉は大変小さな温泉地で、一言で
言えば寂れている温泉地です、そのありのま
ましかお見せすることができませんがよろし
いでしょうかと、お話をさせていただきまし
た。そのときに、石川先生がありのままの姿
でよいのですと仰っていただいて、本当にあ
りがたいお言葉を頂きました。
　昨日、現地を見られた方は特に感じられた
と思いますが、関金温泉は一言で言えば寂れ
ている、建物が古い、本当に小さな温泉地で
す。旅館は４軒しかありません。そのうち２
軒を行政が所有しており、民間の指定管理に
出している旅館です。残り２軒が個人経営の
小さな旅館です。また、関の湯という共同湯
が１ヵ所ありますが、３、４人が入れば浴槽
がいっぱいになるほどの小さな施設です。そ
の他、日帰り入浴施設として湯命館という建
物が１ヵ所ありますが、関金温泉はこれらの
温泉施設で構成されています。
　宿泊客数も先ほどの皆生温泉の資料を見な
がら、本当に桁が違うと言いますか、年間
１万4,000人ほどであり、近年では横ばいか
右肩下がりとなっているのが現状です。
　私がこの仕事に携わって４年目になります
が、当初の旅館組合は活発ではありませんで
した。旅館組合の総会があるので、行政から
もということでオブザーバーとして参加をし
たのですが、大愚痴大会といえる感じの大会
で、まあ飲んでお終いとなりました。１年間
の事業計画は、その時だけというような総会
でした。そうした中で、私には関金温泉を何
とか残したいという思いがあり、その取り組
みについて旅館組合と話をしてきた訳です

政策課の平成24年度温泉地入湯客数資料で
は、皆生温泉が40万人で１位、三朝温泉が
37万人で２位、関金温泉が1.3万人であり、
近年、いずれも減少傾向を示しています。こ
のような状況のもとで、各温泉地がその特色
を生かしつつ、どのような方向性を目指すの
かが、このシンポジウムの課題です。
　まず皆生温泉から伺いたいのですが、増田
さん、よろしくお願いします。
皆生温泉の歴史と集客状況
増田：皆様のお手元に会社案内をお渡ししま
した。まず、皆生温泉の歴史と温泉地の由来
ということですが、皆生温泉の歴史と当社の
歴史とは一致するところがあります。地名の
由来は皆さんご存知かと思いますが、「海の
池」と書かれたのが最初です。安土桃山時代
になると、皆が生まれる「皆生」に変わった
のですが、その理由についてはいろいろな説
があります。一つは海の池というところは自
殺の名所であったということで、地域の住民
が皆が生きるということで皆生にしたという
説、もう一つは読み方ですが、単に漢字を知
らない人達が「カイケ」と聞いて、役人の一
人が自分の知っている漢字を充てたとか、縁
起が良いからとか言われてきました。今の皆
生は、江戸の末期に統一されたそうです。
　皆生温泉の歴史と言えば、うちの会社は
1920（大正９）年の創業で、翌年に株式会社
になりました。温泉は明治初めの発見です
が、その前から甘鯛のいる所とか、魚がたく
さん獲れるとか噂があり、漁師がそれを見つ
けたのです。当時の村長に清酒５升、一升瓶
５本で温泉の権利を売り渡したと言われてい
ます。昔は皆生の海岸線から300ｍくらい先
まで砂浜があったそうです。冬の皆生を知っ
ている方は御存知だと思いますが、物凄い荒
波ですね。護岸を作っては壊されるというこ
とで資金も底をついたときに、わが社の創業
者である有本光太郎さんが全部買い取って、
町の区画整理から始めたわけです。しかし、
資金が足りず、坂内家の祖父が全部引きうけ

て、今の会社になったのです。
　先ほど、山村先生から入浴客数の話が出ま
したが、これは入湯税に基づいた資料です。
平成10年に当社は新しくおーゆホテル、お
ーゆランドという温浴施設を開業し、皆生温
泉の入湯者数の右肩下がりを多少和らげまし
た。テレビの影響が非常に大きいのですが、
松江の宍道湖をテーマにした朝の連ドラ「だ
んだん」は、皆生ではあまり影響を受けませ
んでしたが、平成22年の「ゲゲゲの鬼太郎」
では一挙に盛り返しました。平成23年は何
と言っても東日本大震災ですね。その際、高
速道路無料実験化が実施され、誘客にプラス
の影響がありました。現在、それが中止にな
り、年間３万人ほど減っています。
　平成24年度は右肩下がりが止まらずに40
万人を切り、昨年は出雲大社の60年に一度
の大遷宮と鳥取県の植樹祭における天皇皇后
両陛下の植樹、エコツーリズムの国際大会な
どイベントもいくつか続いて、45万人を数
えました。なぜ無料高速道路の実験化がこれ
だけ影響があるかというと、中国・四国の各
地から皆生温泉に来られる方の76％は自家
用車です。これが非常に大きいので、高速道
路無料実験化の中止は痛いです。以上が皆生
温泉の現状です。今後とも大きなイベントが
ない限りは、客の減少は続くと考えておりま
す。
山村：ありがとうございました。皆生温泉の
成立と発展にとって、皆生温泉観光株式会社
が大きな役割を果たしてきたことが分かりま
した。
増田：タタラ製鉄の会社が安来にあるのです
が、そこで沢山の砂鉄を取ってきたので土砂
が流れてきて、今の皆生の海岸線から沖合約
300ｍまで土砂で埋まっていたのです。とこ
ろが、砂鉄の採取をしなくなって日野川に土
砂を流さなくなると、真冬には土砂が浸食さ
れて海岸線が後退しました。温泉の源泉があ
ったところも全部やられたのです。
山村：これまでに、温泉確保については先人
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らあっただろうと思っています。温泉場から
８㎞ほどのところに天台宗の三徳山三佛寺が
あり、そこは1300年祭をしました。
　三朝温泉ですが、ご多分に漏れず全国の温
泉地と同じくピークは平成８年で、現在の宿
泊客数は半減しています。戦後の温泉地の動
向を見ますと、まず国鉄を利用して客を大量
に受け入れ、国民に憩いの場を提供してきま
した。地域の活性化を図っていく中で各地の
温泉地が団体列車で客を受け入れ、次いでモ
ータリゼーションの時代となって高速道路が
できると、客が団体バスで来るようになりま
した。そして、高度成長期を経てバブル期と
なるわけです。金融機関の勧めにしたがっ
て、施設を拡充した旅館から潰れておりま
す。
　旅館は装置産業で、設備投資を要する産業
です。返済に20年くらいかけているのです
が、その間に経済環境も変わるのです。その
時のニーズでずっと行ける訳はないのに、平
気でやってこられたのは、昭和の時代の高度
成長、右肩上がり、常に売上が伸びていくと
いうことでクリアしてきたわけですね。その
集大成というか、最悪の事態になったのがバ
ブルです。高くて何でもありなら良いという
形で、折角築き上げた温泉文化というものを
全部吹き飛ばして、高額なものを作ってしま
いました。御多分に漏れず、三朝温泉でも観
光経済新聞社が毎年行っているホテル旅館百
選のベストテンに入る宿が２軒倒産しまし
た。時代の流れに沿って郊外店を出したとこ
ろも即潰れました。二転三転して、今はイン
ド人のグローバル企業が経営しているところ
もあります。このように、三朝温泉も荒波を
受けております。
　三朝温泉はラジウム温泉で知られています。
それは大正時代のパリ万国博覧会で、キュリ
ー夫人が発見したラドン、放射線を発表され
たのですが、日本の科学者の先生が、三朝温
泉にも負けないくらいの含有量の温泉がある
と発表して有名になったのです。

　その後、野口雨情と中山晋平による三朝小
唄がヒットし、京都のマキノ映画社によって
映画にもなりました。無声映画の頃ですが、
これが日本で最初のラブストーリーとして大
ヒットしました。こうして、三朝温泉は有名
になり、湯治場から観光の温泉地へと変わっ
ていく訳です。昭和時代に入ってから大型旅
館がぽつりぽつり、第二次世界大戦後に各種
の旅館ができました。一番問題だと思います
のが、観光という概念がすっかり変わったこ
とですね。それまでは、見所はここです、こ
んな所を巡りますと、観光コンテンツのブラ
ッシュアップがなされていたわけです。しか
し、戦後になると温泉場は遊ぶところであ
り、宴会をして町場に繰り出し、町の施設は
みんな２次会、３次会の場へと変わりまし
た。芸子の見番も新見番と旧見番の二つがあ
り、置屋は30軒、芸妓は200人以上もいまし
た。ソープランドが３軒、ヌード劇場が５軒、
コンパニオンクラブが20社あり、秋のシー
ズンには芸妓を３ヵ月前でも予約できないと
いう状況でしたが、今は一人もいません。コ
ンパニオンを頼むには夕方に呼べば十分で
す。ソープもなく、飲み屋もほとんどありま
せん。
　今、三朝温泉は１泊２食の宴会歓楽型の温
泉地から転換を図っているところです。町の
施設も観光客を対象とした店が少なくなりま
した。私は今、若い人達の新しい感覚のもと
に、現代湯治というものを一生懸命提唱して
います。旅館も早く考えを変えなければなら
ないということです。２年前に「コンテンツ
からコンクウェストデザインへの転換」とい
うタイトルで、温泉地への提言本を出しまし
た。今、その実現を図っていますが、人の意
識を変えていくことは非常に難しいのです。
また、財務を改善するのは10年くらいかか
ります。ただ言えることは、三朝温泉にはダ
イヤモンドの原石がごろごろしています。そ
の石に座っていて「何もねえよなー」って言
っている人が、まだまだいるのです。ただダ

が、その話は後ほどいたします。
　昨日、温泉地を視察された方は一部の温泉
しか入れなかったと思いますが、温清楼とい
う関金温泉で一番奥に大きな旅館がありま
す。そこのお湯は自噴しているのですが、そ
の旅館が３年前に廃業して、お湯は湧き出て
いるものの、使われないまま排水溝に流れ落
ちていくという現状がありました。温泉旅館
が廃業するということは、温泉に入る機会が
失われることと全く同じ意味なのだと、建
物、旅館を見ながら思ったわけです。
　現在、関金温泉にある４軒の旅館のうち、
２つは民間の旅館です。２軒とも60歳台の
高齢者が経営しているのですが、今後10年
を見たときに後継者がいるのであろうか、い
ない中で10年後に仮に２つの旅館が廃業し
たときに、関金温泉の行政が所有している公
営旅館２軒しか残らなくなるわけです。その
際、行政が建物を踏襲し、ずっと続けて維持
していくのであろうかと、私は行政マンとし
て考えたときに、おそらくいつかは手を引く
ときが来るのではないかと思うわけです。関
金温泉から宿泊施設がなくなるということ
が、今後10年の間に起こるかも知れないの
です。その時に、温泉地の定義と言いますか、
温泉と宿泊施設があるということが、温泉地
であることの理由であると思うのですが、関
金温泉という名前が地図上から消えてしまう
可能性があるのではないかと感じました。
　そういう状況にはしたくないと思いなが
ら、今いろいろ取り組みをしています。関金
温泉は1300年の歴史があると言われていま
すが、これまでにおそらくいろいろな課題が
あったと思います。その間に、誰かが守って
くれていたから、いま関金温泉に入れると思
うのです。私の代に温泉と温泉旅館をなくし
てはいけない、今後1300年も続いていくよ
うに何とかしたいと思っているのが現状で
す。
　地元の人と話をすると、関金温泉をあまり
誉めないというか、地元の人が自分の地域の

温泉をあまり良く言わないのです。関金温泉
に行くより、三朝温泉に行く方が良いと言っ
ているのです（笑）。自分の大切な友達やゲ
ストが倉吉に来て、どこか良いところはない
か、泊まるところはないかと聞かれたら、三
朝温泉を紹介する人が多いのです。それは自
分の町にある、足元にある温泉を誇りに思っ
ていないということで、大変悲しいことで
す。私は、地域の人々が誇れるような温泉地
として存続させていきたいと思っておりま
す。
山村：ありがとうございました。配布資料を
見ますと、関金温泉は1250年の歴史があり、
ラジウム含有量日本屈指、国民保養温泉地、
日本の名湯百選に認定、療養保養に素晴らし
い温泉地であり、その美しさでは鳥取一と言
われているとあります。これを見ただけで是
非行ってみたいと思いますが、どうして多く
の地元の人が身近で温泉の恩恵を受けていな
がら、温泉経営には関係ありませんと言うの
でしょうか。地域の一体感が本当に欠けてき
ているのですね。
　関金温泉が国民保養温泉地に指定されてい
ることは大きなメリットである思います。現
在、環境省が指定の見直しをしているのです
が、継続する温泉地がほとんどです。私も昨
日うかがって、温泉そのもの、歴史性を感じ
る文化施設や落ち着いた環境など、本当に良
いですよ。神社、仏閣、お地蔵さんも素晴ら
しい。ゆっくりと散策をし、温泉に浸かって
心身を癒す場として最適な場所だと思いま
す。
　それでは、三朝温泉について御舩さん、よ
ろしくお願いします。
放射能泉の名湯、三朝温泉の構造改革
御舩：三朝温泉の現状と特性ということで、
話をさせていただきます。三朝温泉は皆さん
御存知だと思いますが、ラジウム温泉（放射
能泉）です。古くからの温泉地ですが、源平
の頃の文献しか残っていないので、今年は開
湯850年祭を迎えます。本当はもっと古くか
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らあっただろうと思っています。温泉場から
８㎞ほどのところに天台宗の三徳山三佛寺が
あり、そこは1300年祭をしました。
　三朝温泉ですが、ご多分に漏れず全国の温
泉地と同じくピークは平成８年で、現在の宿
泊客数は半減しています。戦後の温泉地の動
向を見ますと、まず国鉄を利用して客を大量
に受け入れ、国民に憩いの場を提供してきま
した。地域の活性化を図っていく中で各地の
温泉地が団体列車で客を受け入れ、次いでモ
ータリゼーションの時代となって高速道路が
できると、客が団体バスで来るようになりま
した。そして、高度成長期を経てバブル期と
なるわけです。金融機関の勧めにしたがっ
て、施設を拡充した旅館から潰れておりま
す。
　旅館は装置産業で、設備投資を要する産業
です。返済に20年くらいかけているのです
が、その間に経済環境も変わるのです。その
時のニーズでずっと行ける訳はないのに、平
気でやってこられたのは、昭和の時代の高度
成長、右肩上がり、常に売上が伸びていくと
いうことでクリアしてきたわけですね。その
集大成というか、最悪の事態になったのがバ
ブルです。高くて何でもありなら良いという
形で、折角築き上げた温泉文化というものを
全部吹き飛ばして、高額なものを作ってしま
いました。御多分に漏れず、三朝温泉でも観
光経済新聞社が毎年行っているホテル旅館百
選のベストテンに入る宿が２軒倒産しまし
た。時代の流れに沿って郊外店を出したとこ
ろも即潰れました。二転三転して、今はイン
ド人のグローバル企業が経営しているところ
もあります。このように、三朝温泉も荒波を
受けております。
　三朝温泉はラジウム温泉で知られています。
それは大正時代のパリ万国博覧会で、キュリ
ー夫人が発見したラドン、放射線を発表され
たのですが、日本の科学者の先生が、三朝温
泉にも負けないくらいの含有量の温泉がある
と発表して有名になったのです。

　その後、野口雨情と中山晋平による三朝小
唄がヒットし、京都のマキノ映画社によって
映画にもなりました。無声映画の頃ですが、
これが日本で最初のラブストーリーとして大
ヒットしました。こうして、三朝温泉は有名
になり、湯治場から観光の温泉地へと変わっ
ていく訳です。昭和時代に入ってから大型旅
館がぽつりぽつり、第二次世界大戦後に各種
の旅館ができました。一番問題だと思います
のが、観光という概念がすっかり変わったこ
とですね。それまでは、見所はここです、こ
んな所を巡りますと、観光コンテンツのブラ
ッシュアップがなされていたわけです。しか
し、戦後になると温泉場は遊ぶところであ
り、宴会をして町場に繰り出し、町の施設は
みんな２次会、３次会の場へと変わりまし
た。芸子の見番も新見番と旧見番の二つがあ
り、置屋は30軒、芸妓は200人以上もいまし
た。ソープランドが３軒、ヌード劇場が５軒、
コンパニオンクラブが20社あり、秋のシー
ズンには芸妓を３ヵ月前でも予約できないと
いう状況でしたが、今は一人もいません。コ
ンパニオンを頼むには夕方に呼べば十分で
す。ソープもなく、飲み屋もほとんどありま
せん。
　今、三朝温泉は１泊２食の宴会歓楽型の温
泉地から転換を図っているところです。町の
施設も観光客を対象とした店が少なくなりま
した。私は今、若い人達の新しい感覚のもと
に、現代湯治というものを一生懸命提唱して
います。旅館も早く考えを変えなければなら
ないということです。２年前に「コンテンツ
からコンクウェストデザインへの転換」とい
うタイトルで、温泉地への提言本を出しまし
た。今、その実現を図っていますが、人の意
識を変えていくことは非常に難しいのです。
また、財務を改善するのは10年くらいかか
ります。ただ言えることは、三朝温泉にはダ
イヤモンドの原石がごろごろしています。そ
の石に座っていて「何もねえよなー」って言
っている人が、まだまだいるのです。ただダ

が、その話は後ほどいたします。
　昨日、温泉地を視察された方は一部の温泉
しか入れなかったと思いますが、温清楼とい
う関金温泉で一番奥に大きな旅館がありま
す。そこのお湯は自噴しているのですが、そ
の旅館が３年前に廃業して、お湯は湧き出て
いるものの、使われないまま排水溝に流れ落
ちていくという現状がありました。温泉旅館
が廃業するということは、温泉に入る機会が
失われることと全く同じ意味なのだと、建
物、旅館を見ながら思ったわけです。
　現在、関金温泉にある４軒の旅館のうち、
２つは民間の旅館です。２軒とも60歳台の
高齢者が経営しているのですが、今後10年
を見たときに後継者がいるのであろうか、い
ない中で10年後に仮に２つの旅館が廃業し
たときに、関金温泉の行政が所有している公
営旅館２軒しか残らなくなるわけです。その
際、行政が建物を踏襲し、ずっと続けて維持
していくのであろうかと、私は行政マンとし
て考えたときに、おそらくいつかは手を引く
ときが来るのではないかと思うわけです。関
金温泉から宿泊施設がなくなるということ
が、今後10年の間に起こるかも知れないの
です。その時に、温泉地の定義と言いますか、
温泉と宿泊施設があるということが、温泉地
であることの理由であると思うのですが、関
金温泉という名前が地図上から消えてしまう
可能性があるのではないかと感じました。
　そういう状況にはしたくないと思いなが
ら、今いろいろ取り組みをしています。関金
温泉は1300年の歴史があると言われていま
すが、これまでにおそらくいろいろな課題が
あったと思います。その間に、誰かが守って
くれていたから、いま関金温泉に入れると思
うのです。私の代に温泉と温泉旅館をなくし
てはいけない、今後1300年も続いていくよ
うに何とかしたいと思っているのが現状で
す。
　地元の人と話をすると、関金温泉をあまり
誉めないというか、地元の人が自分の地域の

温泉をあまり良く言わないのです。関金温泉
に行くより、三朝温泉に行く方が良いと言っ
ているのです（笑）。自分の大切な友達やゲ
ストが倉吉に来て、どこか良いところはない
か、泊まるところはないかと聞かれたら、三
朝温泉を紹介する人が多いのです。それは自
分の町にある、足元にある温泉を誇りに思っ
ていないということで、大変悲しいことで
す。私は、地域の人々が誇れるような温泉地
として存続させていきたいと思っておりま
す。
山村：ありがとうございました。配布資料を
見ますと、関金温泉は1250年の歴史があり、
ラジウム含有量日本屈指、国民保養温泉地、
日本の名湯百選に認定、療養保養に素晴らし
い温泉地であり、その美しさでは鳥取一と言
われているとあります。これを見ただけで是
非行ってみたいと思いますが、どうして多く
の地元の人が身近で温泉の恩恵を受けていな
がら、温泉経営には関係ありませんと言うの
でしょうか。地域の一体感が本当に欠けてき
ているのですね。
　関金温泉が国民保養温泉地に指定されてい
ることは大きなメリットである思います。現
在、環境省が指定の見直しをしているのです
が、継続する温泉地がほとんどです。私も昨
日うかがって、温泉そのもの、歴史性を感じ
る文化施設や落ち着いた環境など、本当に良
いですよ。神社、仏閣、お地蔵さんも素晴ら
しい。ゆっくりと散策をし、温泉に浸かって
心身を癒す場として最適な場所だと思いま
す。
　それでは、三朝温泉について御舩さん、よ
ろしくお願いします。
放射能泉の名湯、三朝温泉の構造改革
御舩：三朝温泉の現状と特性ということで、
話をさせていただきます。三朝温泉は皆さん
御存知だと思いますが、ラジウム温泉（放射
能泉）です。古くからの温泉地ですが、源平
の頃の文献しか残っていないので、今年は開
湯850年祭を迎えます。本当はもっと古くか



－66－ －67－

ら、蛍光塗料の元になっていたラジウム含有
の蛍光塗料だったと。それで、フジテレビと
ＴＢＳがすぐ飛んでいきました。ところが、
そのレベルになると対応できないので、結局
私の所に来ました。正しい知識を放送してい
ただくという条件で受けましたが、風評被害
のおかげで半年間、経営が干上がりました。
その分、逆にどんどんホームページに書きま
した。
　数値を申し上げますと、0.24マイクロシー
ベルトで除染しなさいと言われますが、私の
温泉の数値を言いますと、飲泉用の温泉の蓋
をしておりますと、一晩で1.72マイクロシー
ベルトになります。これは直ちに避難しなさ
いという数値です。お風呂に入っての高さで
0.22出ています。しかし、これはラドンなの
ですね。それを吸収するとホルミシス効果で
元気になっていく。でも、一般の人は一括り
に放射能なのです。世界の中で、日本だけが
みんな駄目なものだというイメージを作って
います。ヨーロッパにしてもアメリカにして
も、予防医学で細胞を活性化して免疫力を高
くしています。微弱放射能によるホルミシス
効果ということで、国を挙げて本気で取り組
んでいます。病気をしない、怪我をしない、
医療費が下がる、生産性が上がるということ
です。それに蓋をするどころか、駄目だよと
いうイメージを植え付けているのは日本だけ
で、困っています。これで半年やられました。
浜田：私、実はこの資料にも書いてあるバー
トガスタインのラドン坑道療法の院長と友達
なので良く分かっているのですが、正しい情
報を伝えていくしかないだろうと思います。
ただ発想として、どんなに少なくても害があ
ると考えるのか、一定以下のものに関しては
逆に害がないとするのかです。例えば、塩と
か水だって取りすぎれば害がある。一般には
塩とか水を害と呼ばない。放射能にしても、
基本的にはそのものがあるではありません
か。例えば花崗岩があったら当然放射能が出
ているわけです。放射能泉の作り方は、人工

的には分かりますけれど、そういう情報が足
りないという気がします。この場合の対策の
方法は、普通の温泉地にも適用できます。風
評被害があった後に、それを乗り越えていく
時のやり方は、別に放射能泉とは限らず、ど
こか普遍性があり、他の温泉地にも適用でき
るノウハウみたいなものがあるのでしょう
か。
御舩：解決方法のところで言おうと思ってい
たのですが、最後のところの手の内を言いま
すと、実はラジウム（ラドン）温泉に関して
は医学的なエビデンスが出ています。ただ、
日本のお医者様というのは温泉医学にあまり
本気にならないのです。格好いいところの表
面上の研究はされるのですけれどね。ヨーロ
ッパではすごく進んでいます。岡山大学と日
本原子力開発機構とバートガスタインの医科
大学の報告に、ここのエビデンスが載ってい
ます。
　今、三朝温泉では入浴指導員のラジウム利
用は、これを基に岡山大の三朝医療センター
の病院長のレクチャーを受けて、最後は私が
こんな風にやっていこうと報告をするので
す。エビデンスに基づいて、お客様にアドバ
イスをしております。ただ、どんな温泉地に
も良いかというと、これはラジウム温泉に限
ったことでして、放射線被害、風評被害の温
泉地には有効だと思っています。そういう連
携もしています。
山村：その他に、よろしいですか。
浜田：一つだけお願いします。その話を関金
温泉の方に振りたいのですけれど。ラドン温
泉だったらこういうことをしましょうと、昨
日行った関金温泉では、湯中運動をやってお
られましたよね。あれは誘客とかリピータを
増やす効果は出ているのでしょうか。
木藤：お手元に関金温泉プラチナプロジェク
トという図を配らせていただいています。関
金温泉で取り組んでいる湯中運動は、健康と
いうところに組み入れています。簡単に申し
ますと、温泉浴槽で腰湯をしながら、手足を

イヤモンドの原石だといってもお金にならな
い、ティファニーにはならないのです。磨い
たら普通のダイヤモンドですけど、もっと良
くしてブランド性を付けないと、ティファニ
ーにはならないので、そこを今一生懸命やっ
ているところです。
　もう一つ観光的なことを言いますと、中国
地方の温泉地、観光地はだいぶ落ち込んでい
ます。行ってみようかというインセンティ
ブ、動機付けになるエリアはどこかと言った
ら、中国地方５県の中でも２ヵ所しかありま
せん。厳島神社のある宮島と縁結びの出雲大
社です。この二つ以外は、みんなが行ってみ
たい目的地ではなくなり、中国地方の観光地
は大変なことになっています。そういう状況
の中で、前向きに取り組むのは今しかないの
です。
山村：ありがとうございました。以前、三朝
温泉で町当局と商工会が一緒になって町づく
りを進める中で、「湯の町ギャラリー」を展
開しましたが、その話をお願いいたします。
御舩：「湯の町ギャラリー」というのは、商
工会がベースになって町の活性化を図った事
業です。宴会型で旅館の中に客を閉じこめる
ことを変え、少しでも町に出ていただき、旅
館、商店、個人が持っている宝物を表に出し
て、ウィンドウショッピング風に見ていただ
きましょう、町歩きをしていただきましょう
というものです。これは今もやっておりま
す。
山村：もう一点ですが、三朝温泉はかつて国
民保養温泉地に指定されていましたが、これ
を返上しましたね。非常に珍しい例なのです
が、その事情をお伺いしたいと思います。
御舩：ある週刊誌が、ソープランドなどのあ
る温泉地が保養とは何事かと書いたのです。
日本のマスコミは、ヨーロッパの保養地につ
いて病院とかリハビリ施設、図書館などとい
うところしか出さないのです。ヨーロッパの
保養温泉地に行きますと、ドイツなどでは健
康保険証が使えるし、カジノもあります。し

かし、日本での概念は少し違っており、返上
したのです。私がまだ子供の頃で、先代がや
ったことなのです（笑）
山村：今、国民保養温泉地の見直しが行われ
ています。かつてはある程度の予算を組んで
いましたが、それも遊歩道を作ろうとか、施
設整備などのハード面に使われたのです。ソ
フト面に意が注がれておれば、滞在型の保養
温泉地として安定したと思うのですが。
　その他、御質問がありましたら、お願いし
ます。
会場質問者：三朝温泉の現状についてお聞き
しましたが、2011年の3.11の大震災の影響
はかなりあったのでしょうか。また、今もあ
るのでしょうか。
御舩：3.11よりも民主党政権の対応が随分こ
たえました。阪神淡路大震災の影響は大きか
ったですが、３ヶ月から半年で回復しまし
た。リーマンショックは１年ほどかかりまし
た。東日本の方は、私たちにとってはあまり
影響がないようです。北関東・東北というエ
リアからは、これまであまりお越しにならな
かったのですが、今はとても増えています。
一度来られるとリピーターになりますね。
山村：その他、質問はございませんか。
放射能泉の風評被害の克服
浜田：私は日本温泉協会の編集委員をしてい
るのですが、3.11のときに放射能が怖いとい
うことになって、これでは拙いと思い、放射
能泉の特集をしたことがあります。その放射
能泉という名前だけで過剰に反応するという
ことは、あれ以来起きたのでしょうか。
御舩：実は、ありがたい質問でして、福島の
事故があった時に、シーベルトというのがあ
り、自然界にあるものも、人工的に作られた
放射能もみんな引っくるめて全体量で何ミリ
シーベルトとなり、大変な影響を受けまし
た。首都圏の小さなエリアで凄い数値が出る
ホットスポット騒ぎがありましたが、一生懸
命探している人たちがいて、あったと言うと
先ずそこに行くわけです。床をはぐってみた



－66－ －67－

ら、蛍光塗料の元になっていたラジウム含有
の蛍光塗料だったと。それで、フジテレビと
ＴＢＳがすぐ飛んでいきました。ところが、
そのレベルになると対応できないので、結局
私の所に来ました。正しい知識を放送してい
ただくという条件で受けましたが、風評被害
のおかげで半年間、経営が干上がりました。
その分、逆にどんどんホームページに書きま
した。
　数値を申し上げますと、0.24マイクロシー
ベルトで除染しなさいと言われますが、私の
温泉の数値を言いますと、飲泉用の温泉の蓋
をしておりますと、一晩で1.72マイクロシー
ベルトになります。これは直ちに避難しなさ
いという数値です。お風呂に入っての高さで
0.22出ています。しかし、これはラドンなの
ですね。それを吸収するとホルミシス効果で
元気になっていく。でも、一般の人は一括り
に放射能なのです。世界の中で、日本だけが
みんな駄目なものだというイメージを作って
います。ヨーロッパにしてもアメリカにして
も、予防医学で細胞を活性化して免疫力を高
くしています。微弱放射能によるホルミシス
効果ということで、国を挙げて本気で取り組
んでいます。病気をしない、怪我をしない、
医療費が下がる、生産性が上がるということ
です。それに蓋をするどころか、駄目だよと
いうイメージを植え付けているのは日本だけ
で、困っています。これで半年やられました。
浜田：私、実はこの資料にも書いてあるバー
トガスタインのラドン坑道療法の院長と友達
なので良く分かっているのですが、正しい情
報を伝えていくしかないだろうと思います。
ただ発想として、どんなに少なくても害があ
ると考えるのか、一定以下のものに関しては
逆に害がないとするのかです。例えば、塩と
か水だって取りすぎれば害がある。一般には
塩とか水を害と呼ばない。放射能にしても、
基本的にはそのものがあるではありません
か。例えば花崗岩があったら当然放射能が出
ているわけです。放射能泉の作り方は、人工

的には分かりますけれど、そういう情報が足
りないという気がします。この場合の対策の
方法は、普通の温泉地にも適用できます。風
評被害があった後に、それを乗り越えていく
時のやり方は、別に放射能泉とは限らず、ど
こか普遍性があり、他の温泉地にも適用でき
るノウハウみたいなものがあるのでしょう
か。
御舩：解決方法のところで言おうと思ってい
たのですが、最後のところの手の内を言いま
すと、実はラジウム（ラドン）温泉に関して
は医学的なエビデンスが出ています。ただ、
日本のお医者様というのは温泉医学にあまり
本気にならないのです。格好いいところの表
面上の研究はされるのですけれどね。ヨーロ
ッパではすごく進んでいます。岡山大学と日
本原子力開発機構とバートガスタインの医科
大学の報告に、ここのエビデンスが載ってい
ます。
　今、三朝温泉では入浴指導員のラジウム利
用は、これを基に岡山大の三朝医療センター
の病院長のレクチャーを受けて、最後は私が
こんな風にやっていこうと報告をするので
す。エビデンスに基づいて、お客様にアドバ
イスをしております。ただ、どんな温泉地に
も良いかというと、これはラジウム温泉に限
ったことでして、放射線被害、風評被害の温
泉地には有効だと思っています。そういう連
携もしています。
山村：その他に、よろしいですか。
浜田：一つだけお願いします。その話を関金
温泉の方に振りたいのですけれど。ラドン温
泉だったらこういうことをしましょうと、昨
日行った関金温泉では、湯中運動をやってお
られましたよね。あれは誘客とかリピータを
増やす効果は出ているのでしょうか。
木藤：お手元に関金温泉プラチナプロジェク
トという図を配らせていただいています。関
金温泉で取り組んでいる湯中運動は、健康と
いうところに組み入れています。簡単に申し
ますと、温泉浴槽で腰湯をしながら、手足を

イヤモンドの原石だといってもお金にならな
い、ティファニーにはならないのです。磨い
たら普通のダイヤモンドですけど、もっと良
くしてブランド性を付けないと、ティファニ
ーにはならないので、そこを今一生懸命やっ
ているところです。
　もう一つ観光的なことを言いますと、中国
地方の温泉地、観光地はだいぶ落ち込んでい
ます。行ってみようかというインセンティ
ブ、動機付けになるエリアはどこかと言った
ら、中国地方５県の中でも２ヵ所しかありま
せん。厳島神社のある宮島と縁結びの出雲大
社です。この二つ以外は、みんなが行ってみ
たい目的地ではなくなり、中国地方の観光地
は大変なことになっています。そういう状況
の中で、前向きに取り組むのは今しかないの
です。
山村：ありがとうございました。以前、三朝
温泉で町当局と商工会が一緒になって町づく
りを進める中で、「湯の町ギャラリー」を展
開しましたが、その話をお願いいたします。
御舩：「湯の町ギャラリー」というのは、商
工会がベースになって町の活性化を図った事
業です。宴会型で旅館の中に客を閉じこめる
ことを変え、少しでも町に出ていただき、旅
館、商店、個人が持っている宝物を表に出し
て、ウィンドウショッピング風に見ていただ
きましょう、町歩きをしていただきましょう
というものです。これは今もやっておりま
す。
山村：もう一点ですが、三朝温泉はかつて国
民保養温泉地に指定されていましたが、これ
を返上しましたね。非常に珍しい例なのです
が、その事情をお伺いしたいと思います。
御舩：ある週刊誌が、ソープランドなどのあ
る温泉地が保養とは何事かと書いたのです。
日本のマスコミは、ヨーロッパの保養地につ
いて病院とかリハビリ施設、図書館などとい
うところしか出さないのです。ヨーロッパの
保養温泉地に行きますと、ドイツなどでは健
康保険証が使えるし、カジノもあります。し

かし、日本での概念は少し違っており、返上
したのです。私がまだ子供の頃で、先代がや
ったことなのです（笑）
山村：今、国民保養温泉地の見直しが行われ
ています。かつてはある程度の予算を組んで
いましたが、それも遊歩道を作ろうとか、施
設整備などのハード面に使われたのです。ソ
フト面に意が注がれておれば、滞在型の保養
温泉地として安定したと思うのですが。
　その他、御質問がありましたら、お願いし
ます。
会場質問者：三朝温泉の現状についてお聞き
しましたが、2011年の3.11の大震災の影響
はかなりあったのでしょうか。また、今もあ
るのでしょうか。
御舩：3.11よりも民主党政権の対応が随分こ
たえました。阪神淡路大震災の影響は大きか
ったですが、３ヶ月から半年で回復しまし
た。リーマンショックは１年ほどかかりまし
た。東日本の方は、私たちにとってはあまり
影響がないようです。北関東・東北というエ
リアからは、これまであまりお越しにならな
かったのですが、今はとても増えています。
一度来られるとリピーターになりますね。
山村：その他、質問はございませんか。
放射能泉の風評被害の克服
浜田：私は日本温泉協会の編集委員をしてい
るのですが、3.11のときに放射能が怖いとい
うことになって、これでは拙いと思い、放射
能泉の特集をしたことがあります。その放射
能泉という名前だけで過剰に反応するという
ことは、あれ以来起きたのでしょうか。
御舩：実は、ありがたい質問でして、福島の
事故があった時に、シーベルトというのがあ
り、自然界にあるものも、人工的に作られた
放射能もみんな引っくるめて全体量で何ミリ
シーベルトとなり、大変な影響を受けまし
た。首都圏の小さなエリアで凄い数値が出る
ホットスポット騒ぎがありましたが、一生懸
命探している人たちがいて、あったと言うと
先ずそこに行くわけです。床をはぐってみた
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虫にやられた松を利用し、地産地消というこ
とで会社にとってはこれまでの燃料コストの
半減化を図っています。
　こういうことを進めることによって、地域
全体が変わってくるのではないか思います。
観光だけではなく、温泉だけでは人は呼べな
いということを踏まえつつ、地域の雇用レベ
ルを再構築することですね。米子市の観光課
にお願いして、マーケティング・アクション
プランを作るときに絶対必要ですということ
で、SWOT分析をしてもらったのです。関
金温泉でもあったように、地域住民そのもの
が温泉を知らない、市民が地域の動きを知ら
ないということが結果として出ています。
　こうしたことを次から次へと実施して、地
域住民のみならず日本中の人々の意識をこち
らに向ける、あるいは認知症に至っては世界
の何千万になるであろう方々のためになるこ
とを、山陰の15万人ほどの小さな市から発
信できれば良いと思っています。温泉だけで
は無理ですので、ここにボロウイング・パワ
ーって書いてあるのですが、パワーを借りる
ということなのです。自分たちだけの業界内
部でものを考えないで、塀を取り払って他の
業界の方とも組んで考えていかねばならない
ということで、アイデアを出しています。
山村：貴重な御意見を頂きました。フロアー
から温泉地の活性化について、御意見があり
ましたらどうぞ。
能津：東海大学の能津です。いろいろな取り
組みを皆生温泉だけでなくて、関金温泉でも
三朝温泉でもやられているのですが、それ以
上のものを新たに何かって言うことを私は求
めるつもりはありません。特に関金温泉で
は、湯中運動について地元住民を対象に行っ
ているということですが、これを長く続ける
継続性が必要かと思います。と言いますの
は、今比較的元気のよい温泉地というのは、
その流行る前に下積みの期間が結構長かった
りすることがあるのですね。つまり一時的に
宣伝すれば、一時的にお客さんはたくさん来

てくれるかも知れない。でも事業の継続性と
いう点で考えると、難しいところがでてくる
訳です。皆生温泉のトライアスロンなどは目
立って見えるのですが、実はものすごく地道
で長期的な視点に立った活動ですので、そう
いったことを先ずは続けることが重要ではな
いかと思います。
　それから、日本の観光学において一番欠け
ていると思われるのが、需要についての分析
です。どういう需要があるのか、あまり見て
いないような気がするのですね。観光の関係
でよくあるのは、こうやったら儲かりますよ
と、すぐに答を見つけ出すということになり
がちなのですが、それ以前に客の需要がどこ
にあるのか、その需要がどこから来ているの
かといった分析を踏まえることが必要です。
それに対して、自分たちの地域はどうやって
その需要に応えることができるのかという視
点での研究が、今後もっとなされてもいいの
ではないかと思います。この点について、自
戒を込めて申し上げたいと思います。
増田：ありがとうございます。我々もいつも
考えていることですが、わが社は温泉供給会
社として引っ越しすることはできません。で
すから何か良い事業計画があっても、この地
に根を置いてやらざるを得ないのですね。ま
た、人口は2040年には30％近く減るわけで
すから、地域に密着しているだけの事業計画
では会社を維持していけません。しかし、こ
こから一番近い観光市場は実は東京なので
す。飛行機で１時間15分です。鉄道利用では、
岡山２時間半、大阪、京都、神戸は３～４時
間です。東京に発信できるような何かをこの
地から生み出すというのが大事であると考え
ています。
山村：それでは、次に関金温泉についてお願
いします。
関金温泉グランドデザインを作成
木藤：関金温泉の課題と取り組みについて、
少し駆け足になりますが紹介したいと思いま
す。

動かして血流を良くし、体のバランスを整え
ていくという運動です。領域としては、保健
の分野になってくるかと思います。医療だけ
ではなくて、病気にならない体を作ろうとい
うことと、病後、体が治った後に再発しない
体を作ろうということです。膝が痛い、腰が
痛い、慢性的に血圧が高いなどの方に来てい
ただいています。観光客を目的としたと言う
よりも、むしろ地元の人がもっと利用しやす
い温泉地を作っていきたいということで取り
組んでいます。リピータのために教室を開催
しており、毎週水曜日と木曜日には自主サー
クルが立ち上がっています。毎回10名くら
い集まっており、その方々は湯中運動がなけ
れば、おそらく関金温泉には来なかったであ
ろうと思います。そういった方が新しく関金
温泉の利用者として定着していると考えてい
ます。
山村：各温泉地の課題を含めて、いろいろと
お話をいただきましたが、今後の温泉観光振
興策、これは是非具体的にお話をいただきた
いと思います。
　皆生温泉からお願いします。
皆生温泉の観光振興施策
増田：配布資料にある米子市の「ICE認知症
予防プログラム」、先導的な「低炭素・循環・
自然共生」ということが成果の一つです。米
子市には鳥取大学医学部附病院があり、日本
の国立大学附属病院ランキングで常にトップ
クラスにあり、財務能力ではベスト５、頼り
になる大学病院ランキングはベスト３に何度
も入っています。40万の人口しかない全国
最小の県の大学附属病院が、全国のトップク
ラスの技術や設備を持っているのです。我々
はこれを温泉地の活性化に活用できないかと
考えています。
　学会誘致については、松江の方が予算的配
慮や近くに著名な松江城、出雲大社をはじめ
宍道湖温泉などがあり、幹事の先生方は拠点
性のあるワンストップサービスを求めている
のです。こうした動きに対して、米子は非常

に後れを取っています。一昨年は2,000人く
らいの循環器系の学会が松江に持って行かれ
たのですが、その時に今後は自分たちで積極
的に皆生温泉への学会誘致に尽力しようと、
仲間３人で考えています。
　それと、次の認知症予防プログラムは、先
ほど関金の木藤さんからも出ていましたが、
いわゆる温泉が非常に体に良いのだというエ
ビデンスをどうにかして取れないかというこ
とで、三朝温泉でそのエビデンスを岡山大学
と協力して取ったということです。しかし、
先ほど御舩社長も仰っていたように、お医者
さんというのは「１足す１は２でなければい
けない」と、「温泉のようなもので体が良く
なるのはおかしい」ということです。我々も
外資系の航空会社にいた頃は海外でもいろん
な温泉施設を見たことがあります。日本以外
のところでは、ホリスティック・ウェルネス
といって、予防から治療、最後のリハビリま
で一つのところでやるのが常識です。
　しかし、日本の場合はどうも医者は治療を
するのだと言い、リハビリや予防は別だとい
うことが非常に多いのです。本来なら一ヵ所
で全部できるものなのですね。それでエビデ
ンスが欲しいと言うことで、お医者さんを何
人も当たっているのです。なかなか難しい中
で、実は鳥取大学に何人か有名な認知症予防
の先生がおられるのです。その中のお一方
が、あなたの認知症がどのレベルまで来てい
ますよと、タッチパネルでお年寄りにやらせ
るのです。あなたは認知症の予備軍です、あ
るいは認知症の１ですよ、２になっています
よという評価システムを作ったのですね。こ
れを利用して、温泉に入る前と後のエビデン
スをうちの会社で作っていこうと、今少し進
めているところです。
　次に、今流行の里山プロジェクトではない
ですが、里山エネルギー・マネジメントシス
テムということを考えています。東京農業大
学と組んで、化石燃料を使わず、大山を初め
山は幾らでもあるので普通の間伐材や松食い
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虫にやられた松を利用し、地産地消というこ
とで会社にとってはこれまでの燃料コストの
半減化を図っています。
　こういうことを進めることによって、地域
全体が変わってくるのではないか思います。
観光だけではなく、温泉だけでは人は呼べな
いということを踏まえつつ、地域の雇用レベ
ルを再構築することですね。米子市の観光課
にお願いして、マーケティング・アクション
プランを作るときに絶対必要ですということ
で、SWOT分析をしてもらったのです。関
金温泉でもあったように、地域住民そのもの
が温泉を知らない、市民が地域の動きを知ら
ないということが結果として出ています。
　こうしたことを次から次へと実施して、地
域住民のみならず日本中の人々の意識をこち
らに向ける、あるいは認知症に至っては世界
の何千万になるであろう方々のためになるこ
とを、山陰の15万人ほどの小さな市から発
信できれば良いと思っています。温泉だけで
は無理ですので、ここにボロウイング・パワ
ーって書いてあるのですが、パワーを借りる
ということなのです。自分たちだけの業界内
部でものを考えないで、塀を取り払って他の
業界の方とも組んで考えていかねばならない
ということで、アイデアを出しています。
山村：貴重な御意見を頂きました。フロアー
から温泉地の活性化について、御意見があり
ましたらどうぞ。
能津：東海大学の能津です。いろいろな取り
組みを皆生温泉だけでなくて、関金温泉でも
三朝温泉でもやられているのですが、それ以
上のものを新たに何かって言うことを私は求
めるつもりはありません。特に関金温泉で
は、湯中運動について地元住民を対象に行っ
ているということですが、これを長く続ける
継続性が必要かと思います。と言いますの
は、今比較的元気のよい温泉地というのは、
その流行る前に下積みの期間が結構長かった
りすることがあるのですね。つまり一時的に
宣伝すれば、一時的にお客さんはたくさん来

てくれるかも知れない。でも事業の継続性と
いう点で考えると、難しいところがでてくる
訳です。皆生温泉のトライアスロンなどは目
立って見えるのですが、実はものすごく地道
で長期的な視点に立った活動ですので、そう
いったことを先ずは続けることが重要ではな
いかと思います。
　それから、日本の観光学において一番欠け
ていると思われるのが、需要についての分析
です。どういう需要があるのか、あまり見て
いないような気がするのですね。観光の関係
でよくあるのは、こうやったら儲かりますよ
と、すぐに答を見つけ出すということになり
がちなのですが、それ以前に客の需要がどこ
にあるのか、その需要がどこから来ているの
かといった分析を踏まえることが必要です。
それに対して、自分たちの地域はどうやって
その需要に応えることができるのかという視
点での研究が、今後もっとなされてもいいの
ではないかと思います。この点について、自
戒を込めて申し上げたいと思います。
増田：ありがとうございます。我々もいつも
考えていることですが、わが社は温泉供給会
社として引っ越しすることはできません。で
すから何か良い事業計画があっても、この地
に根を置いてやらざるを得ないのですね。ま
た、人口は2040年には30％近く減るわけで
すから、地域に密着しているだけの事業計画
では会社を維持していけません。しかし、こ
こから一番近い観光市場は実は東京なので
す。飛行機で１時間15分です。鉄道利用では、
岡山２時間半、大阪、京都、神戸は３～４時
間です。東京に発信できるような何かをこの
地から生み出すというのが大事であると考え
ています。
山村：それでは、次に関金温泉についてお願
いします。
関金温泉グランドデザインを作成
木藤：関金温泉の課題と取り組みについて、
少し駆け足になりますが紹介したいと思いま
す。

動かして血流を良くし、体のバランスを整え
ていくという運動です。領域としては、保健
の分野になってくるかと思います。医療だけ
ではなくて、病気にならない体を作ろうとい
うことと、病後、体が治った後に再発しない
体を作ろうということです。膝が痛い、腰が
痛い、慢性的に血圧が高いなどの方に来てい
ただいています。観光客を目的としたと言う
よりも、むしろ地元の人がもっと利用しやす
い温泉地を作っていきたいということで取り
組んでいます。リピータのために教室を開催
しており、毎週水曜日と木曜日には自主サー
クルが立ち上がっています。毎回10名くら
い集まっており、その方々は湯中運動がなけ
れば、おそらく関金温泉には来なかったであ
ろうと思います。そういった方が新しく関金
温泉の利用者として定着していると考えてい
ます。
山村：各温泉地の課題を含めて、いろいろと
お話をいただきましたが、今後の温泉観光振
興策、これは是非具体的にお話をいただきた
いと思います。
　皆生温泉からお願いします。
皆生温泉の観光振興施策
増田：配布資料にある米子市の「ICE認知症
予防プログラム」、先導的な「低炭素・循環・
自然共生」ということが成果の一つです。米
子市には鳥取大学医学部附病院があり、日本
の国立大学附属病院ランキングで常にトップ
クラスにあり、財務能力ではベスト５、頼り
になる大学病院ランキングはベスト３に何度
も入っています。40万の人口しかない全国
最小の県の大学附属病院が、全国のトップク
ラスの技術や設備を持っているのです。我々
はこれを温泉地の活性化に活用できないかと
考えています。
　学会誘致については、松江の方が予算的配
慮や近くに著名な松江城、出雲大社をはじめ
宍道湖温泉などがあり、幹事の先生方は拠点
性のあるワンストップサービスを求めている
のです。こうした動きに対して、米子は非常

に後れを取っています。一昨年は2,000人く
らいの循環器系の学会が松江に持って行かれ
たのですが、その時に今後は自分たちで積極
的に皆生温泉への学会誘致に尽力しようと、
仲間３人で考えています。
　それと、次の認知症予防プログラムは、先
ほど関金の木藤さんからも出ていましたが、
いわゆる温泉が非常に体に良いのだというエ
ビデンスをどうにかして取れないかというこ
とで、三朝温泉でそのエビデンスを岡山大学
と協力して取ったということです。しかし、
先ほど御舩社長も仰っていたように、お医者
さんというのは「１足す１は２でなければい
けない」と、「温泉のようなもので体が良く
なるのはおかしい」ということです。我々も
外資系の航空会社にいた頃は海外でもいろん
な温泉施設を見たことがあります。日本以外
のところでは、ホリスティック・ウェルネス
といって、予防から治療、最後のリハビリま
で一つのところでやるのが常識です。
　しかし、日本の場合はどうも医者は治療を
するのだと言い、リハビリや予防は別だとい
うことが非常に多いのです。本来なら一ヵ所
で全部できるものなのですね。それでエビデ
ンスが欲しいと言うことで、お医者さんを何
人も当たっているのです。なかなか難しい中
で、実は鳥取大学に何人か有名な認知症予防
の先生がおられるのです。その中のお一方
が、あなたの認知症がどのレベルまで来てい
ますよと、タッチパネルでお年寄りにやらせ
るのです。あなたは認知症の予備軍です、あ
るいは認知症の１ですよ、２になっています
よという評価システムを作ったのですね。こ
れを利用して、温泉に入る前と後のエビデン
スをうちの会社で作っていこうと、今少し進
めているところです。
　次に、今流行の里山プロジェクトではない
ですが、里山エネルギー・マネジメントシス
テムということを考えています。東京農業大
学と組んで、化石燃料を使わず、大山を初め
山は幾らでもあるので普通の間伐材や松食い
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て非常に大事なポイントをうかがいました。
アドバイスをありがとうございます。マーケ
ットインとダイレクトインがあるのですね。
我々はほとんどがダイレクトインで、これだ
け売り上げたいと思えば、一番陥りやすいの
が、コンサルタントに依頼すると儲かると考
えることです。ほとんどと言って良いほど失
敗しています。依頼しない方が良いですね。
　お客さまが、例えば三朝温泉に何を期待し
て来るのか、分かるのが難しいですよね。で
すから、他人様が喋る言葉に耳を傾けている
と、ヒントがいっぱいあるのです。ただ自分
たちが聞き漏らしているだけなのです。とに
かく、アンテナを張っておくのが大事かと思
います。それとイベントというのが私は嫌い
です。ほとんど行政の人がやるのがイベント
型で、これも失敗です。税収が落ちている中
で、お金をそんなところに使わないで貰いた
いと思います。イベントっていうのは打ち上
げ花火ですから、何分で何百万かが消えるの
です。そんな使い方は止めましょうというこ
とです。
　それよりも、そこの持てるもの、地域、旅
館、温泉地などで何が提供できるか、それか
らお客さまの方がその地域、宿、温泉地に何
を求めているすかというマーケットイン、こ
れをしっかり調べることが大事ですね。今ほ
とんどがインターネットの世界になってお
り、コンサルタントに頼まなくても教えてく
れるサービスがあります。
　今後、三朝温泉は何をするのかと言えば、
三朝温泉の最大の特色はラジウム温泉を活か
さなくて何を活かすのか、です。実は岡山大
学が三朝温泉に来てくれたのは岡山医専と言
っていた時です。鳥取大学医学部の鳥取医専
ができる前に岡山医専ができたのですね。だ
から鳥取県の三朝温泉に岡山大学の施設があ
るのです。この施設は医療の研究と物理学の
研究とに分れており、今、物理学では世界的
な施設となっています。
　受ける話をしますと、イトカワの微粒子

（「イトカワが持ち帰った微粒子が岡山大学地
球物質科学研究センターに」と言う意味か）
の８割が三朝温泉の研究所にあります。この
前、隕石がロシアに落ちましたけど、その隕
石も三朝にあります。温泉の研究は、温度・
濃度・成分・量・ガスなど、いわば地球の血
液検査ですから、星の物理学にもなるのです
ね。ところが、医療の方でもどんどん進んで
おり、何十年という研究の集大成に対して、
内閣府が予算付けをしてくれたのです。そし
て、現代湯治の研究を始めて５年が経ちま
す。具体的な準備に入ったのが３年前、下準
備が５～６年前、構想は30年前からありま
した。約40年前に健康開発財団と一緒にや
りました。東の鹿教湯温泉は継続して成功し
ましたが、三朝温泉は潰れました。これは東
京と大阪の違いです。
　この温泉研究所は日本で唯一だと思います
が、メディカルチェックプランがあるので
す。現代湯治と名乗って良いという旅館だけ
が、これができるのです。大学病院、岡山大
学医療センターと三朝病院（前国立温泉病院）
で予約の受付をしています。これは温泉と地
域と医療の連携、ここですと再生治療の連携
で生まれたものです。病院の方に通われる客
は、氷山の一角です。大学病院の後ろ盾のエ
ビデンスがあるということが、皆様にとって
は非常に心強いことなのですね。
　多くの温泉地の方が来られます。しかし、
大学病院のエビデンスを取ることはできませ
んでしたと言われます。本当に難しいので
す。ほとんどの方が病院とあまり関わりませ
ん。では、誰がフォローアップしてくれるの
ですか。そこのところに携わっていかない
と、うまく行きません。そこで生まれたのが、
この「ラジウムリエ」というものです。
　こうした命名は、会議では本当に決まらな
いのですね。温泉入浴指導員とか指南役と
か、先輩の温泉地さんが名前を付けています
けど、面白くないですね。アイデアが出ない
のです。会議室は禁煙ですから、喫煙室に行

　先ほどの現状のところで、地元の人が温泉
を誇りに思っていないのではないかというこ
とを提示しました。そこで、まず地元民がい
かにして自分たちの温泉地にしていくのかと
いう取り組みが重要になってくるわけです。
昨年一年かけて関金温泉グランドデザインを
作りました。この取り組み計画は、地域の方
がもっと温泉地について考え、関わっていこ
うという視点で作ったものです。ワークショ
ップを合計15回行い、延べ600人以上が関わ
って作りました。この特徴として、グランド
デザインというと壮大な計画を想像します
が、地元の方々の手の届く範囲の計画書を作
りたいという考えのもとに作成しました。ま
さにその通りで、いろいろな夢は語れるけれ
ど実現できなければ意味がない、実現できた
ときの達成感が地元民のやる気、次に繫がっ
て行くという視点で作りました。
　グランドデザインという名前が付いていま
すけれども、事業計画に近いものが出来上が
っています。その特徴として、こうした計画
を作るときに10年後を予測して作るのです
が、面白いと思ったのが、10年後を決める
と今の行動が制限されて面白くないと言う人
がいて、確かにその通りだと思いました。こ
れから未来を作っていくもので、今明確にし
なくても良いという考えなのです。例えば持
続可能な関金というのが、このグランドデザ
インの将来像です。10年後の未来とかいう
のは、言葉にしなくても人それぞれ違うもの
だし、胸の内にしまっておいて良いのではな
いかという考え方です。それではバラバラに
なってしまうという反論がありますので、

「例えば持続可能な関金」を一つのテーマと
して作り上げたらこういうものができました
という取り組みでまとめています。その基本
姿勢として、まず「無理せず、楽しく、でき
ることをやってみよう」ということです。こ
れは関係者すべてが共通認識として持ってい
ることです。
　その一つとして、去年の秋に手作り文化祭

をしました。ポスターも手書きの手作り、ホ
ームページとフェイスブックで集客をして、
昨日関金温泉を御覧になった方は分かると思
いますけれど、ほとんど人が歩いていない温
泉街で、そこに千人の人が集まるというイベ
ントをしました。その時、地域の住民が一番
驚かれたのですね。地域の方が自分のできる
ことを少しずつ出し合うことで、こんなに大
きな力になるのだという成功体験になりまし
た。温泉地の活性化策として、健康面では、
先ほど湯中運動の説明を少ししましたけれ
ど、先ずイメージ図というものを載せており
ます。持続可能な取り組みにするというのは
すごく難しいテーマであり、大体行政との切
れ目が事業の切れ目みたいなところあるので
すが、まさに持続可能な仕組みを作ろうと今
頑張っております。
　去年から取り組み始めて、今年は２年目に
当たるのですが、地元のリーダーを育成し、
自主サークルとして運営していけるような態
勢を整えようと努力をしています。毎週水曜
日と木曜日に自主サークルが立ち上がり、今
年のリーダー養成と新規の教室も起ち上げて
おり、リーダーが増える見込みです。
　また、温泉だけで集客をするのは難しく、
温泉地を中心にして周辺の自然環境などを含
め、魅力として発信していくところです。グ
ランドデザインではなくて、自然とか農業と
か、農家とかそういった方と連携をして、農
業体験ができるような仕組み作っておりま
す。そういったところを一体的に見せていく
中で関金温泉を元気にしていくと共に、関金
温泉がもっと地元の方の誇りとなるような、
なんと言いますか、寂れているし、古いけれ
ども、良いところだよと言ってくれるような
温泉地を作っていきたいと思っております。
山村：ありがとうございます。それでは最後
になりましたが、三朝温泉について御舩さ
ん、よろしくお願いします。
マーケットインが大事なポイント
御舩：東海大学の先生から、客の誘致につい
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て非常に大事なポイントをうかがいました。
アドバイスをありがとうございます。マーケ
ットインとダイレクトインがあるのですね。
我々はほとんどがダイレクトインで、これだ
け売り上げたいと思えば、一番陥りやすいの
が、コンサルタントに依頼すると儲かると考
えることです。ほとんどと言って良いほど失
敗しています。依頼しない方が良いですね。
　お客さまが、例えば三朝温泉に何を期待し
て来るのか、分かるのが難しいですよね。で
すから、他人様が喋る言葉に耳を傾けている
と、ヒントがいっぱいあるのです。ただ自分
たちが聞き漏らしているだけなのです。とに
かく、アンテナを張っておくのが大事かと思
います。それとイベントというのが私は嫌い
です。ほとんど行政の人がやるのがイベント
型で、これも失敗です。税収が落ちている中
で、お金をそんなところに使わないで貰いた
いと思います。イベントっていうのは打ち上
げ花火ですから、何分で何百万かが消えるの
です。そんな使い方は止めましょうというこ
とです。
　それよりも、そこの持てるもの、地域、旅
館、温泉地などで何が提供できるか、それか
らお客さまの方がその地域、宿、温泉地に何
を求めているすかというマーケットイン、こ
れをしっかり調べることが大事ですね。今ほ
とんどがインターネットの世界になってお
り、コンサルタントに頼まなくても教えてく
れるサービスがあります。
　今後、三朝温泉は何をするのかと言えば、
三朝温泉の最大の特色はラジウム温泉を活か
さなくて何を活かすのか、です。実は岡山大
学が三朝温泉に来てくれたのは岡山医専と言
っていた時です。鳥取大学医学部の鳥取医専
ができる前に岡山医専ができたのですね。だ
から鳥取県の三朝温泉に岡山大学の施設があ
るのです。この施設は医療の研究と物理学の
研究とに分れており、今、物理学では世界的
な施設となっています。
　受ける話をしますと、イトカワの微粒子

（「イトカワが持ち帰った微粒子が岡山大学地
球物質科学研究センターに」と言う意味か）
の８割が三朝温泉の研究所にあります。この
前、隕石がロシアに落ちましたけど、その隕
石も三朝にあります。温泉の研究は、温度・
濃度・成分・量・ガスなど、いわば地球の血
液検査ですから、星の物理学にもなるのです
ね。ところが、医療の方でもどんどん進んで
おり、何十年という研究の集大成に対して、
内閣府が予算付けをしてくれたのです。そし
て、現代湯治の研究を始めて５年が経ちま
す。具体的な準備に入ったのが３年前、下準
備が５～６年前、構想は30年前からありま
した。約40年前に健康開発財団と一緒にや
りました。東の鹿教湯温泉は継続して成功し
ましたが、三朝温泉は潰れました。これは東
京と大阪の違いです。
　この温泉研究所は日本で唯一だと思います
が、メディカルチェックプランがあるので
す。現代湯治と名乗って良いという旅館だけ
が、これができるのです。大学病院、岡山大
学医療センターと三朝病院（前国立温泉病院）
で予約の受付をしています。これは温泉と地
域と医療の連携、ここですと再生治療の連携
で生まれたものです。病院の方に通われる客
は、氷山の一角です。大学病院の後ろ盾のエ
ビデンスがあるということが、皆様にとって
は非常に心強いことなのですね。
　多くの温泉地の方が来られます。しかし、
大学病院のエビデンスを取ることはできませ
んでしたと言われます。本当に難しいので
す。ほとんどの方が病院とあまり関わりませ
ん。では、誰がフォローアップしてくれるの
ですか。そこのところに携わっていかない
と、うまく行きません。そこで生まれたのが、
この「ラジウムリエ」というものです。
　こうした命名は、会議では本当に決まらな
いのですね。温泉入浴指導員とか指南役と
か、先輩の温泉地さんが名前を付けています
けど、面白くないですね。アイデアが出ない
のです。会議室は禁煙ですから、喫煙室に行

　先ほどの現状のところで、地元の人が温泉
を誇りに思っていないのではないかというこ
とを提示しました。そこで、まず地元民がい
かにして自分たちの温泉地にしていくのかと
いう取り組みが重要になってくるわけです。
昨年一年かけて関金温泉グランドデザインを
作りました。この取り組み計画は、地域の方
がもっと温泉地について考え、関わっていこ
うという視点で作ったものです。ワークショ
ップを合計15回行い、延べ600人以上が関わ
って作りました。この特徴として、グランド
デザインというと壮大な計画を想像します
が、地元の方々の手の届く範囲の計画書を作
りたいという考えのもとに作成しました。ま
さにその通りで、いろいろな夢は語れるけれ
ど実現できなければ意味がない、実現できた
ときの達成感が地元民のやる気、次に繫がっ
て行くという視点で作りました。
　グランドデザインという名前が付いていま
すけれども、事業計画に近いものが出来上が
っています。その特徴として、こうした計画
を作るときに10年後を予測して作るのです
が、面白いと思ったのが、10年後を決める
と今の行動が制限されて面白くないと言う人
がいて、確かにその通りだと思いました。こ
れから未来を作っていくもので、今明確にし
なくても良いという考えなのです。例えば持
続可能な関金というのが、このグランドデザ
インの将来像です。10年後の未来とかいう
のは、言葉にしなくても人それぞれ違うもの
だし、胸の内にしまっておいて良いのではな
いかという考え方です。それではバラバラに
なってしまうという反論がありますので、

「例えば持続可能な関金」を一つのテーマと
して作り上げたらこういうものができました
という取り組みでまとめています。その基本
姿勢として、まず「無理せず、楽しく、でき
ることをやってみよう」ということです。こ
れは関係者すべてが共通認識として持ってい
ることです。
　その一つとして、去年の秋に手作り文化祭

をしました。ポスターも手書きの手作り、ホ
ームページとフェイスブックで集客をして、
昨日関金温泉を御覧になった方は分かると思
いますけれど、ほとんど人が歩いていない温
泉街で、そこに千人の人が集まるというイベ
ントをしました。その時、地域の住民が一番
驚かれたのですね。地域の方が自分のできる
ことを少しずつ出し合うことで、こんなに大
きな力になるのだという成功体験になりまし
た。温泉地の活性化策として、健康面では、
先ほど湯中運動の説明を少ししましたけれ
ど、先ずイメージ図というものを載せており
ます。持続可能な取り組みにするというのは
すごく難しいテーマであり、大体行政との切
れ目が事業の切れ目みたいなところあるので
すが、まさに持続可能な仕組みを作ろうと今
頑張っております。
　去年から取り組み始めて、今年は２年目に
当たるのですが、地元のリーダーを育成し、
自主サークルとして運営していけるような態
勢を整えようと努力をしています。毎週水曜
日と木曜日に自主サークルが立ち上がり、今
年のリーダー養成と新規の教室も起ち上げて
おり、リーダーが増える見込みです。
　また、温泉だけで集客をするのは難しく、
温泉地を中心にして周辺の自然環境などを含
め、魅力として発信していくところです。グ
ランドデザインではなくて、自然とか農業と
か、農家とかそういった方と連携をして、農
業体験ができるような仕組み作っておりま
す。そういったところを一体的に見せていく
中で関金温泉を元気にしていくと共に、関金
温泉がもっと地元の方の誇りとなるような、
なんと言いますか、寂れているし、古いけれ
ども、良いところだよと言ってくれるような
温泉地を作っていきたいと思っております。
山村：ありがとうございます。それでは最後
になりましたが、三朝温泉について御舩さ
ん、よろしくお願いします。
マーケットインが大事なポイント
御舩：東海大学の先生から、客の誘致につい
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ったらふっと出たのがラジウム温泉の温泉ソ
ムリエ、短くしてラジウムリエだと、すぐ決
まったのですが、実はこれは大事なことで
す。
　入浴の仕方からいろいろなことを教えて貰
います。しかし、最も大事なことは、お客さ
まが自分はここを治したいとか、こういう風
に元気になりたいとか、疲れているがどうし
たらリラックスできるかとか、自分に取って
の温泉地の過ごし方を求めて来られます。そ
のお話をしっかり聞いてあげること、こんな
過ごし方ができますよとアドバイスしてあげ
ること、悩んでおられたらちょっと背中を押
してあげて一歩踏み出してやってみませんか
っていうことを、旅館の入浴指導員制度のラ
ジウムリエがやっています。
　お客さまは、最近よくお越しになるので
す。だから始めよう、ということでは見抜か
れます。その程度なら知っているって、観光
協会の事務局にお叱りが来ます。ですから２
年前に、いい加減なことをやるのだったら、
現代湯治の看板を返して貰うと言いました。
一生懸命やっているところの足を引っ張らな
いでくれって。ただ治療、療養だけを目的と
するのではなくて、バートガスタインとかバ
ーデンバーデンのようなウェルネス・ステイ
を求めるヨーロッパ型の温泉地を思い出して
いただきたいのです。とくに都会の人は疲れ
ていますので、リフレッシュをしたいので
す。いつでも寄れる温泉地が一つ二つあって
も良いのではないかという気がします。鳥取
県に三朝温泉、関金温泉や皆生温泉がある
よ、だから頑張れるという人がいても良いと
思っています。こうした目的で海外旅行に出
かけている方もいるのです。その国内版があ
っても良いと思うのです。その際、どういう
情報を提供し、アドバイスをするのかという
ことが一番大事だと思っています。
山村：ありがとうございました。各地の温泉
地にも共通する貴重な御意見ですね。
　日本温泉協会による温泉客の温泉利用と志

向性に関する継続的な調査結果では、客が温
泉地に期待するものは、常に「温泉資源」、「温
泉情緒」、「自然環境」の良さの３つに集約さ
れます。日本の各温泉地は、それぞれの地域
性を活かして個性のある温泉地域づくりに取
組むことが大切です。その際、温泉資源の保
護と環境保全を図るとともに、高齢化社会を
踏まえて滞在型保養温泉地の再生、温泉地の
歴史文化の掘り起こしとその地域ガイドの実
施など、温泉客の志向性に合わせた温泉地域
づくりが欠かせません。そのためには、温泉
地の情報発信と正確な地図を作り、ガイドシ
ステムを確立することが求められます。業
界・行政・地域住民の一体感を確立すること、
地域が一体となって温泉客に物心両面で最高
のサービスを提供することに尽きると思うの
ですね。
　本日は短い時間でしたが、多くの学会員の
参加のもと、パネリストの方々による鳥取県
の各温泉地の現状と今後の取組みなどについ
て有益なお話をいただきました。誠にありが
とうございました（拍手）。

（本稿は録音担当の浜田眞之理事長の尽力の
もとに司会の山村がまとめた。）

　2011年３月11日の東日本大震災から約３
年半が経過した。この災禍は、東京電力福島
第一原子力発電所事故を伴うために、現在、
地震や津波の自然災害に関する報道等は減少
傾向にある。当学会では、翌2012年３月発
行の『温泉地域研究』18号で「シンポジウム
　東日本大震災復興支援」を載せ、温泉地の
被災者の受け入れ活用等について触れてい
る。
　全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会
は、東北・関東の１都10県を含む編集委員
会を編著として本書を刊行した。災害時にお
ける旅館の果たした多様な役割という事実
を、社会貢献として次代に活用すべき要素が
数々あることから、災害時における旅館の役
割と地域での位置づけを、住民の防災と避難
の見地から明確化することなどを意図してい
る。
　本書は２つの章からなるが、「１章　絆、
輝く」の冒頭では、同連合会会長が、３月11
日の東京で被災した時からの日誌が簡潔にま
とめられている。地元の山形への帰路の中で
新潟県理事長が語った2004年の新潟県中越
地震の経験談、政府、省庁、地方自治体、旅
館３団体等の会議等が要約され、また、年度
末を控えた旅館・ホテルでの金融面の融資対
策、税制、雇用のほか風評被害等の対策措置
等も言及されている。
　次に、「社会貢献としての二次避難所」を
項立てし、高齢者や障害者等の災害時要援護
者だけではなく、被災者全員を長・短期で受
け入れた実績を数値等で示している。更に、

編集委員会11都県連の各々の動きを紹介の
後、「４つの形で社会貢献した旅館」を章末
にまとめている。「地域の自然発生避難所」

「二次避難所を受け入れ」「様々な対応をした
旅館」「原発と旅館」の４タイプだが、特に
ここでは、市町村が策定する地域防災計画で
指定の災害時避難場所は、未曽有の災害だっ
た東日本大震災では計画どおりに機能せず、
旅館・ホテル、特に、温泉旅館が「温かい食
事と暖かい温泉の提供と家族単位の部屋の提
供」を行ったことを触れながら、具体的な旅
館の取組み等を交えてまとめている。
　「２章　絆、護る」は、４つの項立てで構
成されている。災害に備えた自助努力や事業
継続計画等の旅館側の備えのほか、公的支援
や法制度、更に、今後発災が予測される南海
トラフ、首都直下地震等を踏まえた国土強靭
化、耐震化等の政策も視野に「命を守る拠り
所」「命を継ぐ拠り所」である、旅館の果た
した公的な避難所の役割を言及している。
　本書は、主に旅館関係者・関係団体向けの
著書だが、「絆のアルバム」や「関連ショート
コラム」等もあり、読みやすい編集である。
これまで発行された書籍・雑誌・写真集等と
は異なり、いわば旅館関係者の実績集と言え
る。広域災害の難しさをとらえ直す契機にな
ることからも、行政関係者や関連分野の研究
者等にも参考となろう。

（岡村慎一郎）

温泉地域研究　第23号　73（2014）

書　評①

「命をつなぐ“おもてなし”」編集委員会編著：
　　『東日本大震災、全旅連の記録　命をつなぐ「おもてなし」

　旅館・ホテルの役割と挑戦』
全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会　213頁　2014年６月

定価　1,500円（税込）



－72－ －73－

ったらふっと出たのがラジウム温泉の温泉ソ
ムリエ、短くしてラジウムリエだと、すぐ決
まったのですが、実はこれは大事なことで
す。
　入浴の仕方からいろいろなことを教えて貰
います。しかし、最も大事なことは、お客さ
まが自分はここを治したいとか、こういう風
に元気になりたいとか、疲れているがどうし
たらリラックスできるかとか、自分に取って
の温泉地の過ごし方を求めて来られます。そ
のお話をしっかり聞いてあげること、こんな
過ごし方ができますよとアドバイスしてあげ
ること、悩んでおられたらちょっと背中を押
してあげて一歩踏み出してやってみませんか
っていうことを、旅館の入浴指導員制度のラ
ジウムリエがやっています。
　お客さまは、最近よくお越しになるので
す。だから始めよう、ということでは見抜か
れます。その程度なら知っているって、観光
協会の事務局にお叱りが来ます。ですから２
年前に、いい加減なことをやるのだったら、
現代湯治の看板を返して貰うと言いました。
一生懸命やっているところの足を引っ張らな
いでくれって。ただ治療、療養だけを目的と
するのではなくて、バートガスタインとかバ
ーデンバーデンのようなウェルネス・ステイ
を求めるヨーロッパ型の温泉地を思い出して
いただきたいのです。とくに都会の人は疲れ
ていますので、リフレッシュをしたいので
す。いつでも寄れる温泉地が一つ二つあって
も良いのではないかという気がします。鳥取
県に三朝温泉、関金温泉や皆生温泉がある
よ、だから頑張れるという人がいても良いと
思っています。こうした目的で海外旅行に出
かけている方もいるのです。その国内版があ
っても良いと思うのです。その際、どういう
情報を提供し、アドバイスをするのかという
ことが一番大事だと思っています。
山村：ありがとうございました。各地の温泉
地にも共通する貴重な御意見ですね。
　日本温泉協会による温泉客の温泉利用と志

向性に関する継続的な調査結果では、客が温
泉地に期待するものは、常に「温泉資源」、「温
泉情緒」、「自然環境」の良さの３つに集約さ
れます。日本の各温泉地は、それぞれの地域
性を活かして個性のある温泉地域づくりに取
組むことが大切です。その際、温泉資源の保
護と環境保全を図るとともに、高齢化社会を
踏まえて滞在型保養温泉地の再生、温泉地の
歴史文化の掘り起こしとその地域ガイドの実
施など、温泉客の志向性に合わせた温泉地域
づくりが欠かせません。そのためには、温泉
地の情報発信と正確な地図を作り、ガイドシ
ステムを確立することが求められます。業
界・行政・地域住民の一体感を確立すること、
地域が一体となって温泉客に物心両面で最高
のサービスを提供することに尽きると思うの
ですね。
　本日は短い時間でしたが、多くの学会員の
参加のもと、パネリストの方々による鳥取県
の各温泉地の現状と今後の取組みなどについ
て有益なお話をいただきました。誠にありが
とうございました（拍手）。

（本稿は録音担当の浜田眞之理事長の尽力の
もとに司会の山村がまとめた。）

　2011年３月11日の東日本大震災から約３
年半が経過した。この災禍は、東京電力福島
第一原子力発電所事故を伴うために、現在、
地震や津波の自然災害に関する報道等は減少
傾向にある。当学会では、翌2012年３月発
行の『温泉地域研究』18号で「シンポジウム
　東日本大震災復興支援」を載せ、温泉地の
被災者の受け入れ活用等について触れてい
る。
　全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会
は、東北・関東の１都10県を含む編集委員
会を編著として本書を刊行した。災害時にお
ける旅館の果たした多様な役割という事実
を、社会貢献として次代に活用すべき要素が
数々あることから、災害時における旅館の役
割と地域での位置づけを、住民の防災と避難
の見地から明確化することなどを意図してい
る。
　本書は２つの章からなるが、「１章　絆、
輝く」の冒頭では、同連合会会長が、３月11
日の東京で被災した時からの日誌が簡潔にま
とめられている。地元の山形への帰路の中で
新潟県理事長が語った2004年の新潟県中越
地震の経験談、政府、省庁、地方自治体、旅
館３団体等の会議等が要約され、また、年度
末を控えた旅館・ホテルでの金融面の融資対
策、税制、雇用のほか風評被害等の対策措置
等も言及されている。
　次に、「社会貢献としての二次避難所」を
項立てし、高齢者や障害者等の災害時要援護
者だけではなく、被災者全員を長・短期で受
け入れた実績を数値等で示している。更に、

編集委員会11都県連の各々の動きを紹介の
後、「４つの形で社会貢献した旅館」を章末
にまとめている。「地域の自然発生避難所」

「二次避難所を受け入れ」「様々な対応をした
旅館」「原発と旅館」の４タイプだが、特に
ここでは、市町村が策定する地域防災計画で
指定の災害時避難場所は、未曽有の災害だっ
た東日本大震災では計画どおりに機能せず、
旅館・ホテル、特に、温泉旅館が「温かい食
事と暖かい温泉の提供と家族単位の部屋の提
供」を行ったことを触れながら、具体的な旅
館の取組み等を交えてまとめている。
　「２章　絆、護る」は、４つの項立てで構
成されている。災害に備えた自助努力や事業
継続計画等の旅館側の備えのほか、公的支援
や法制度、更に、今後発災が予測される南海
トラフ、首都直下地震等を踏まえた国土強靭
化、耐震化等の政策も視野に「命を守る拠り
所」「命を継ぐ拠り所」である、旅館の果た
した公的な避難所の役割を言及している。
　本書は、主に旅館関係者・関係団体向けの
著書だが、「絆のアルバム」や「関連ショート
コラム」等もあり、読みやすい編集である。
これまで発行された書籍・雑誌・写真集等と
は異なり、いわば旅館関係者の実績集と言え
る。広域災害の難しさをとらえ直す契機にな
ることからも、行政関係者や関連分野の研究
者等にも参考となろう。

（岡村慎一郎）

温泉地域研究　第23号　73（2014）

書　評①

「命をつなぐ“おもてなし”」編集委員会編著：
　　『東日本大震災、全旅連の記録　命をつなぐ「おもてなし」

　旅館・ホテルの役割と挑戦』
全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会　213頁　2014年６月

定価　1,500円（税込）



－74－ －75－

　千年とは言わずとも百年、二百年前の日本
の姿はどうだったのだろうかと思いを馳せて
みようとすると、意外に日常茶飯の当たり前
のことは当時の日本人は記録を残していなか
ったりする。外国人の記録というのは見るも
のすべてが異国情緒そのものであるから、偏
見はあっても実に面白い。
　明治初年に日本を旅した英国人女性イザベ
ラ・バードの“Unbeaten Tracks in Japan”の
完訳全４巻が平成25年１月に東洋文庫として
上梓された。この原著はインターネットでも
見ることができるが、それは簡略版であり、
そちらも同じく東洋文庫から『新訳　日本奥
地紀行』として平成25年11月に出版された。
なお昭和48年に別の訳者の手になる『日本奥
地紀行』が東洋文庫から既に出ている。
　通訳の日本人を一人伴ったとはいえ、開国
間もない日本を女性が一人で護衛も付けずに
旅行できたことに先ず驚嘆するが、子細に記
述を読んでいくと、日本という国の内情を知
るための実地調査の赴きを呈している。食
物、食事の作法、女性の教育、女性の化粧の
仕方、樹木の名称、養蚕の説明、等々、後に
お雇い外国人で同じ英国人のバジル・ホー
ル・チェンバレンが日本語に熟達し、『日本
事物誌』という百科事典を編纂するが、日本
語を習得せずにそれを旅行記で成し遂げた観
がある。
　ただこれを徒手空拳で完成させたとは到底
思えず、そこには既に日本に関する知識の集
積や地図があり、交通網がある程度整備され
ていることが分かる。無制限の旅行免状の取
得には当時の駐日英国公使のハリー・パーク
スが関与し、単なる個人旅行ではなかったこ
とが窺われる。日本は植民地ではなかった

が、大英帝国はその情報収集に努めたのであ
る。明治７年の酒の醸造高が3,747,666石で、
一人当たりの消費量が11.4升で、酒税が
1,802,324円だと普通の旅行者は知り得ない。
　また、その目的の一つはキリスト教布教の
ためであったことは想像に難くない。既に宣
教師が日本各地にいて、医師や教師も宣教活
動の一翼を担っていた。19世紀までの西欧
文明の達成を考えれば、西洋人の優越感の宜
なるかなと、21世紀から振り返ることも可
能である。
　目的はともかく、バードは奥日光や赤湯温
泉や上山温泉で「温泉場で見ることのできる
日本人の風習や娯楽、そしてヨーロッパのも
のを何ら取り入れていない完璧なる独自の文
明には興味をそそられる」と、まるで『テル
マエ・ロマエ』のローマの浴場設計技師ルシ
ウス・モデストゥスのように書いた。また、
赤湯のある米沢平野をエデンの園と誉めた。
本書で全体に感じられる筆致は辛辣であるこ
とは不思議ではないが、風景の見事さや子供
への愛情や日本人の親切には素直に賞賛を惜
しまない。
　今回紹介する東洋文庫の訳書の特徴は、本
文に匹敵する量の訳注が付いていることであ
る。博引旁証という言葉があるが、本書は該
博な知識をひけらかすのではなく、バードが
探訪した人物と場所と日時を一つ一つ考証・
確定していくという気の遠くなるような作業
を通じて出来上がった訳文になっている。本
文と並行して訳注を読み進めていくと、英米
人が普通に原著を読んで得られる知識の数倍
のものを与えてくれるような印象を受ける。
真理は細部に宿ることを教えてくれるこの労
作と訳者に感謝したい。　　　（浜田　眞之）

　著者の佐々木信行氏は現在、香川大学教育
学部教授で無機化学が専門、日本温泉科学会
と日本温泉地域学会の会員でもある。
　本書は、著者が四国新聞に連載したコラム
を基にまとめられたもので、副題に、温泉を
10倍楽しむための基礎知識、とあるように、
温泉の科学全般を広くわかりやすく解説した
ものである。カラーの図や写真が豊富なの
で、電車の中でも楽しく読めて、しかも温泉
に関する知識を深めることができる。ここで
いう「温泉の科学」の「科学」は、「サイエンス」
とすると自然科学を意味することが多いが、
ここでは、著者が「はじめに」に述べている
ように、「温泉の科学」としたのは、「温泉を
自然科学、医学を扱う研究対象であると同時
に、社会科学や人文科学を包含した複合的な
分野、領域と考えた」からである。
　内容は、第１章　温泉とは、第２章　温泉
の性質と分類、第３章　温泉の分布と熱、第
４章　温泉の効能と利用法、第５章　温泉の
起源と変化、第６章　温泉に関する規約、第
７章　温泉の利用と管理、第８章　温泉の文
化と芸術、第９章　温泉の名物、第10章　
現代の温泉と未来、となっている。最初から
順番に読んでもおもしろいが、興味ある部分
から読んでも理解できるようになっている。
索引も充実していて便利である。
　いくつか興味深い内容をあげると、第２章
第３節の温泉の浸透圧による分類では、人間
の体液は食塩水の濃度8.8ｇ/L（生理的食塩
水）の浸透圧に相当するので、これに近い温
泉の溶存物質総量（８g/kg以上10g/kg未満）
をもつ温泉を等張性温泉という。また、温泉
分析書にある「ミリバル」という温泉成分の
濃度を表す単位についての説明など、なるほ

どと思わせる解説がいくつもある。第７節の
放射能温泉では、「適量放射を有効活用」と
し、放射能、放射線について解説している。
第４章第６節の「怖くない放射能温泉」にお
いても、微弱な放射能は「あまり心配する必
要はありません」と著者の考えを述べている。
　第３章、第６節の温泉沈殿物では、放射能
をもつ北投石を写真入りで紹介しているが、
著者は秋田県玉川温泉の北投石を長年研究し
てきている専門家でもある。また、第３章第
４節の地熱の有効利用－地熱発電と副産物－
では、地熱発電の有用性と問題点について述
べている。コラム「地震と温泉」では、温泉
に及ぼす影響には、地震前と地震後があり、
2011年３月の東日本大震災が温泉に与えた
影響についても、自らの観察を交えて述べて
いる。
　その他、第４章では、温泉の効能他、時間
湯、蒸かし湯、岩盤浴、飲泉など様々な温泉
利用法、第５章では、トルコの温泉に生息し
人間の皮膚に集まるドクターフィッシュ、第
６章では、温泉権をめぐる訴訟、温泉法の改
正、温泉の天然記念物の現状、温泉と環境、
第７章では、温泉ガス事故、温泉スケール対
策、レジオネラ属菌対策、第８章では、温泉
と文学、温泉と音楽、第９章では、温泉土産、
温泉の建物、第10章では、温泉と観光、異
文化交流、温泉学の将来、について述べてい
る。
　以上のように、本書は、専門的な図表やデ
ータは省いているが、豊富な写真と簡潔な文
章により、いわば『温泉の百科事典』（丸善、
2012年）の“新書版”ということができ、温泉
に関心のある多くの方々に推薦したい。

（長島　秀行）
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定価　1巻3,000円、2・4巻3,200円、3巻3,100円（税別）
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　千年とは言わずとも百年、二百年前の日本
の姿はどうだったのだろうかと思いを馳せて
みようとすると、意外に日常茶飯の当たり前
のことは当時の日本人は記録を残していなか
ったりする。外国人の記録というのは見るも
のすべてが異国情緒そのものであるから、偏
見はあっても実に面白い。
　明治初年に日本を旅した英国人女性イザベ
ラ・バードの“Unbeaten Tracks in Japan”の
完訳全４巻が平成25年１月に東洋文庫として
上梓された。この原著はインターネットでも
見ることができるが、それは簡略版であり、
そちらも同じく東洋文庫から『新訳　日本奥
地紀行』として平成25年11月に出版された。
なお昭和48年に別の訳者の手になる『日本奥
地紀行』が東洋文庫から既に出ている。
　通訳の日本人を一人伴ったとはいえ、開国
間もない日本を女性が一人で護衛も付けずに
旅行できたことに先ず驚嘆するが、子細に記
述を読んでいくと、日本という国の内情を知
るための実地調査の赴きを呈している。食
物、食事の作法、女性の教育、女性の化粧の
仕方、樹木の名称、養蚕の説明、等々、後に
お雇い外国人で同じ英国人のバジル・ホー
ル・チェンバレンが日本語に熟達し、『日本
事物誌』という百科事典を編纂するが、日本
語を習得せずにそれを旅行記で成し遂げた観
がある。
　ただこれを徒手空拳で完成させたとは到底
思えず、そこには既に日本に関する知識の集
積や地図があり、交通網がある程度整備され
ていることが分かる。無制限の旅行免状の取
得には当時の駐日英国公使のハリー・パーク
スが関与し、単なる個人旅行ではなかったこ
とが窺われる。日本は植民地ではなかった

が、大英帝国はその情報収集に努めたのであ
る。明治７年の酒の醸造高が3,747,666石で、
一人当たりの消費量が11.4升で、酒税が
1,802,324円だと普通の旅行者は知り得ない。
　また、その目的の一つはキリスト教布教の
ためであったことは想像に難くない。既に宣
教師が日本各地にいて、医師や教師も宣教活
動の一翼を担っていた。19世紀までの西欧
文明の達成を考えれば、西洋人の優越感の宜
なるかなと、21世紀から振り返ることも可
能である。
　目的はともかく、バードは奥日光や赤湯温
泉や上山温泉で「温泉場で見ることのできる
日本人の風習や娯楽、そしてヨーロッパのも
のを何ら取り入れていない完璧なる独自の文
明には興味をそそられる」と、まるで『テル
マエ・ロマエ』のローマの浴場設計技師ルシ
ウス・モデストゥスのように書いた。また、
赤湯のある米沢平野をエデンの園と誉めた。
本書で全体に感じられる筆致は辛辣であるこ
とは不思議ではないが、風景の見事さや子供
への愛情や日本人の親切には素直に賞賛を惜
しまない。
　今回紹介する東洋文庫の訳書の特徴は、本
文に匹敵する量の訳注が付いていることであ
る。博引旁証という言葉があるが、本書は該
博な知識をひけらかすのではなく、バードが
探訪した人物と場所と日時を一つ一つ考証・
確定していくという気の遠くなるような作業
を通じて出来上がった訳文になっている。本
文と並行して訳注を読み進めていくと、英米
人が普通に原著を読んで得られる知識の数倍
のものを与えてくれるような印象を受ける。
真理は細部に宿ることを教えてくれるこの労
作と訳者に感謝したい。　　　（浜田　眞之）

　著者の佐々木信行氏は現在、香川大学教育
学部教授で無機化学が専門、日本温泉科学会
と日本温泉地域学会の会員でもある。
　本書は、著者が四国新聞に連載したコラム
を基にまとめられたもので、副題に、温泉を
10倍楽しむための基礎知識、とあるように、
温泉の科学全般を広くわかりやすく解説した
ものである。カラーの図や写真が豊富なの
で、電車の中でも楽しく読めて、しかも温泉
に関する知識を深めることができる。ここで
いう「温泉の科学」の「科学」は、「サイエンス」
とすると自然科学を意味することが多いが、
ここでは、著者が「はじめに」に述べている
ように、「温泉の科学」としたのは、「温泉を
自然科学、医学を扱う研究対象であると同時
に、社会科学や人文科学を包含した複合的な
分野、領域と考えた」からである。
　内容は、第１章　温泉とは、第２章　温泉
の性質と分類、第３章　温泉の分布と熱、第
４章　温泉の効能と利用法、第５章　温泉の
起源と変化、第６章　温泉に関する規約、第
７章　温泉の利用と管理、第８章　温泉の文
化と芸術、第９章　温泉の名物、第10章　
現代の温泉と未来、となっている。最初から
順番に読んでもおもしろいが、興味ある部分
から読んでも理解できるようになっている。
索引も充実していて便利である。
　いくつか興味深い内容をあげると、第２章
第３節の温泉の浸透圧による分類では、人間
の体液は食塩水の濃度8.8ｇ/L（生理的食塩
水）の浸透圧に相当するので、これに近い温
泉の溶存物質総量（８g/kg以上10g/kg未満）
をもつ温泉を等張性温泉という。また、温泉
分析書にある「ミリバル」という温泉成分の
濃度を表す単位についての説明など、なるほ

どと思わせる解説がいくつもある。第７節の
放射能温泉では、「適量放射を有効活用」と
し、放射能、放射線について解説している。
第４章第６節の「怖くない放射能温泉」にお
いても、微弱な放射能は「あまり心配する必
要はありません」と著者の考えを述べている。
　第３章、第６節の温泉沈殿物では、放射能
をもつ北投石を写真入りで紹介しているが、
著者は秋田県玉川温泉の北投石を長年研究し
てきている専門家でもある。また、第３章第
４節の地熱の有効利用－地熱発電と副産物－
では、地熱発電の有用性と問題点について述
べている。コラム「地震と温泉」では、温泉
に及ぼす影響には、地震前と地震後があり、
2011年３月の東日本大震災が温泉に与えた
影響についても、自らの観察を交えて述べて
いる。
　その他、第４章では、温泉の効能他、時間
湯、蒸かし湯、岩盤浴、飲泉など様々な温泉
利用法、第５章では、トルコの温泉に生息し
人間の皮膚に集まるドクターフィッシュ、第
６章では、温泉権をめぐる訴訟、温泉法の改
正、温泉の天然記念物の現状、温泉と環境、
第７章では、温泉ガス事故、温泉スケール対
策、レジオネラ属菌対策、第８章では、温泉
と文学、温泉と音楽、第９章では、温泉土産、
温泉の建物、第10章では、温泉と観光、異
文化交流、温泉学の将来、について述べてい
る。
　以上のように、本書は、専門的な図表やデ
ータは省いているが、豊富な写真と簡潔な文
章により、いわば『温泉の百科事典』（丸善、
2012年）の“新書版”ということができ、温泉
に関心のある多くの方々に推薦したい。

（長島　秀行）
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１　峰温泉
　峰（みね）温泉は、静岡県賀茂郡河津町に
位置する温泉地である。近隣には、熱川、稲
取、湯ヶ野など、人気の高い温泉が多い。旅
館群で賑わう熱川温泉等に比べて、峰温泉で
は８軒余りの宿屋が建つのみだ。そのため静
けさが大いに溢れ、落ち着く顔を持つに至っ
た。ナトリウム－塩化物泉の源泉は、無色透
明でわずかに塩気を帯びた、弱アルカリ性の
特徴を持つ。８軒余りの宿泊施設は、由緒正
しい和風宿から、クアハウスの要因を採り入
れる宿、さらにペンションなど、多様性も見
せている。
　河津町の観光協会によると、峰温泉の開湯
は、宝亀10（779）年に遡るとされている。菖
蒲やカキツバタの花が、昔は豊富に咲いてい
たため、「花田の湯」として親しまれていた。
その後、次第に荒廃の道をたどってゆくが、
地元の旅館玉峰館における初代主人、稲葉時
太郎により、「花といで湯の郷」なる再興計
画が図られた。
　稲葉は大正13（1924）年より自ら新源泉を
掘削し始め、同15（1926）年、火山噴火を思
わす轟音が、突如響いて天を差した。それと
同時に湯けむりと、50メートルの高さまで
湯が噴出し、90年近く経つ今も、湯量は変
わらず毎分600リットルにのぼる。そのまま
噴出し放題にしておくと、近隣住人に影響が
出るため、近年では管理のもとに置かれてい
る。現在は、管理人が1時間ごとにバルブを
開き、大噴湯の迫力を楽しむことができる。
もちろん、噴き出す時間外でも、湯けむりは
常に上がっている。

２　温泉の有効利用
　峰温泉における温泉利用は、観光地として
の理想に近い。大噴湯を中心に、無駄のない
充実ぶりを見せているためだ。
　大噴湯は、温泉やぐらを前面に、峰温泉大
噴湯公園内で湧いている。公園内にはその他
に、大噴湯たまごの製造空間や、大きな足湯
が設えられている。加えて珍しいものが二つ
ある。一つは、売店で購入したお汁粉やおで
んなどを、高温源泉により温め直す保温卓。
二つ目は、石造りの腰掛けにステンレスの板
を張り、内部に温泉を通したホットベンチと
称されるものだ。保温卓とホットベンチは、
それぞれ個別に独立し、大噴湯を囲む形で位
置づけられている。そのため、大噴湯のバル
ブが開く時間を待ちながら、温泉由来の暖か
さに触れることが可能となるわけである。
　また、大噴湯公園から数歩の場所には、源
泉を引く旅館が建ち、日帰り入浴施設、踊り
子温泉会館も備わっている。踊り子温泉会館
は、河津町が『伊豆の踊子』（川端康成、
1927）の舞台となったため、その名を取った
ものらしい。そこでは露天風呂も用意され、
春先には河津桜を前にした花見風呂も楽しめ
る。大噴湯を軸として、ホットベンチに保温
卓、旅館や日帰り入浴施設など、一つの源泉
がこれほど有効活用される地は極めて貴重な
存在といえる。

３　課題
　大噴湯の公園内には、特産品の販売所があ
り、踊り子温泉会館では、そば処も隣接して
いる。近くにそびえる樹齢800年以上の天然
記念物、「大ソテツ」は人気であるし、河津
桜の並木が茂る、遊歩道も見逃せない。

温泉地情報

峰温泉にみる温泉の有効活用

澤田陽介（温泉ライター）

温泉地域研究　第23号　76 ～ 77（2014）

　このように、宿泊をして源泉に触れ、日帰
り入浴に食事に散策と、峰温泉では様々な楽
しみが一体化されている。仮にクアハウス形
態の宿へ宿泊すれば、半径一キロ圏内でのク

アパーク的利用も期待が持てる。湯客をさら
に魅せるには、その種の複合性を一層強く、
アピールすると良さそうだ。

写真　峰温泉の大噴湯（左）、ホットベンチ（右）
（注）筆者撮影。

図　峰温泉見取り図
（注）筆者作成。
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学会記事

●日本温泉地域学会第24回研究発表大会
　2014（平成26）年11月9日（日）・10日（月）の両日、日本温泉地域学会第24回研究発表大会を
山形県大蔵村肘折（ひじおり）温泉にて開催いたします。肘折温泉は隣接する黄金、石抱温泉と
肘折温泉郷を形成し、含重曹─食塩泉と炭酸泉を併せ持つ、山形県有数の伝統的な湯治場景観を
保つ温泉場として知られています。今回も多くの会員の参加を期待します。

　　　　　日本温泉地域学会第24回研究発表大会スケジュール

開催温泉地：山形県大蔵村肘折温泉
開催日　　：2014（平成26）年11月９日（日）～ 10日（月）
発表会場　：肘折いでゆ館　TEL.0223－34－6106
宿泊施設　：つたや肘折ホテル他、分宿
懇親会場　：つたや肘折ホテル　TEL.0223－76－2321
視察会集合：11月９日（日）　第一集合場所：山形新幹線さくらんぼ東根駅前（13時10分）。東京
方面からの13時03分着新幹線を待ってバスで出発、第二集合場所の山形空港へ。九州方面から
乗り継ぎ可能な伊丹空港12時30分発、13時45分着JAL便を待って出発（13時50分頃）。
交通案内　：現地手配による帰りのバスは、山形新幹線新庄駅と山形空港行きの二便。新庄駅へ

は、シンポ終了後、昼食を済ませてから10日午後2時過ぎ出発。新庄駅発15時17
分の新幹線に間に合います。山形空港行きは17時55分発、伊丹空港着19時15分の
JAL便（九州方面乗り継ぎ可）に間に合うように現地出発。

受付　　　：11月９日（日）　17：00 ～つたや肘折ホテル
　　　　　　11月10日（月）　8：30 ～肘折いでゆ館
参加費　　：一般会員・賛助会員2,000円、学生会員1,000円
懇親会費　：5,000円（学生3,000円）。学会指定ホテルを利用する場合、懇親会費は宿泊
　　　　　　費に含まれます。
宿泊費　　：学会指定宿泊施設（分宿）を利用する場合、懇親会費・朝食込みの1部屋２名
　　　　　　利用基本で１人当たり料金１万2,000円です。なお、一人室希望は別途相談。
昼食　　　：今回は大会終了後に昼食（自由）となります。会場にも食堂があります。
参加申込　：参加者は下記参加形態によって該当金額を郵便振替で学会事務局宛に10月
　　　　　　24日（必着）までに送金してください。

　研究発表大会に参加される会員は、以下の参加形態によって郵便振替で学会事務局宛に相当金
額を10月24日必着で前納してください。振込によって学会参加申し込みとします。
　また、本年度年会費（賛助会員：３万円、一般会員：4,000円、学生会員2,000円）未納の方は、
以下の金額に年会費をプラスして送金してください。研究発表大会不参加の場合でも、会費未納
の会員は郵便振替用紙で送金をお願いいたします。
　学会指定ホテル泊＋学会参加 ： 12,000＋2,000＝ 14,000円（学生： 13,000円）
　懇親会参加＋学会参加 ： 5,000＋2,000＝ 7,000円（学生： 6,000円）
　視察会・学会参加のみ ：  2,000円（学生： 1,000円）
　郵便振替口座番号：００１９０－６－４６２１４９
　加入者名　　　　：日本温泉地域学会

温泉地域研究　第23号　78～ 80（2014）

日程
11月９日（日）　視察会、懇親会
　　13：10　山形新幹線さくらんぼ東根駅前集合。山形空港13時50分頃集合
　　13：10 ～ 16：50 視察会：さくらんぼ東根駅～山形空港～肘折温泉郷（カルデラ跡～炭酸
 泉の黄金温泉カルデラ温泉館入浴・飲泉～肘折温泉街散策）。希望者には
 紅葉の地蔵倉散策後にカルデラ温泉館合流コースも用意します。
　　17：00　つたや肘折ホテルで宿泊・懇親会の受付。分宿
　　18：00　懇親会（つたや肘折ホテル）。懇親会のみ参加：5,000円（学生3,000円）
11月10日（月）　研究発表大会（会場：肘折いでゆ館）
　　　　　　　　早朝６時から温泉街で名物・朝市が催されます
　　 8：30 受付
　　 9：00 ～ 10：00 研究発表
　　10：00 ～ 10：10 休憩
　　10：10 ～ 11：10 研究発表
　　11：10 ～ 11：20 休憩
　　11：20 ～ 11：50 基調講演
　　11：50 ～ 12：00 休憩
　　12：00 ～ 13：30 シンポジウム
　　13：30 ～ 昼食（自由）・現地解散
　　14：00頃 新庄駅までの送迎バス出発。山形空港行きは後発16時頃出発

　　　　　　　　　　　　研究発表大会プログラム

11月10日（月）
自由論題　発表時間：20分（発表15分、質疑5分）
　座長：徳永昭行（長野市開発公社）
　　 9：00 ～ 9：20 浅利浩之（フィルムセンター）：「1930年代の温泉を映画で観る」
　　 9：20 ～ 9：40 古田靖志（下呂発温泉博物館）：「温泉によって生成される石灰華の形態
  的分類と温泉地域資産的評価」
　　 9：40 ～ 10：00 井上晶子（立教大学観光研究所）：「温泉地における滞在に関する研究（１）
  ─『滞在』についての一考察─」
　　10：00 ～ 10：10 休憩
　座長：古田靖志（下呂発温泉博物館）
　　10：10 ～ 10：30 内田彩（大阪観光大学）：「温泉地における滞在に関する研究（２）
 ─宿泊施設による魅力ある滞在にむけての試み─」
　　10：30 ～ 10：50 鈴木晶（別府大学）：「中国古都洛陽における温泉観光開発」
　　10：50 ～ 11：10 前田勇（立教大学）：「観光研究におけるコーホート分析
 ─関係出来事の生活史を通して─」
　　11：10 ～ 11：20 休憩
基調講演
　　11：20 ～ 11：50 金坂清則（京都大学名誉教授）：「イザベラ・バードが旅して見た東北
 日本、山形、温泉地」
　　11：50 ～ 12：00 休憩
シンポジウム
　　12：00 ～ 13：30 シンポジウム：「湯治場の再生─現代の湯治場の意義を考える」
　　コーディネーター：石川理夫（温泉評論家）
　　パネリスト　　　：吉野妙子（山形県温泉協会専務理事）
　　　　　　　　　　：木村裕吉（大蔵村観光協会長）
　　　　　　　　　　：山村順次（千葉大学名誉教授）



－78－ －79－

学会記事

●日本温泉地域学会第24回研究発表大会
　2014（平成26）年11月9日（日）・10日（月）の両日、日本温泉地域学会第24回研究発表大会を
山形県大蔵村肘折（ひじおり）温泉にて開催いたします。肘折温泉は隣接する黄金、石抱温泉と
肘折温泉郷を形成し、含重曹─食塩泉と炭酸泉を併せ持つ、山形県有数の伝統的な湯治場景観を
保つ温泉場として知られています。今回も多くの会員の参加を期待します。

　　　　　日本温泉地域学会第24回研究発表大会スケジュール

開催温泉地：山形県大蔵村肘折温泉
開催日　　：2014（平成26）年11月９日（日）～ 10日（月）
発表会場　：肘折いでゆ館　TEL.0223－34－6106
宿泊施設　：つたや肘折ホテル他、分宿
懇親会場　：つたや肘折ホテル　TEL.0223－76－2321
視察会集合：11月９日（日）　第一集合場所：山形新幹線さくらんぼ東根駅前（13時10分）。東京
方面からの13時03分着新幹線を待ってバスで出発、第二集合場所の山形空港へ。九州方面から
乗り継ぎ可能な伊丹空港12時30分発、13時45分着JAL便を待って出発（13時50分頃）。
交通案内　：現地手配による帰りのバスは、山形新幹線新庄駅と山形空港行きの二便。新庄駅へ

は、シンポ終了後、昼食を済ませてから10日午後2時過ぎ出発。新庄駅発15時17
分の新幹線に間に合います。山形空港行きは17時55分発、伊丹空港着19時15分の
JAL便（九州方面乗り継ぎ可）に間に合うように現地出発。

受付　　　：11月９日（日）　17：00 ～つたや肘折ホテル
　　　　　　11月10日（月）　8：30 ～肘折いでゆ館
参加費　　：一般会員・賛助会員2,000円、学生会員1,000円
懇親会費　：5,000円（学生3,000円）。学会指定ホテルを利用する場合、懇親会費は宿泊
　　　　　　費に含まれます。
宿泊費　　：学会指定宿泊施設（分宿）を利用する場合、懇親会費・朝食込みの1部屋２名
　　　　　　利用基本で１人当たり料金１万2,000円です。なお、一人室希望は別途相談。
昼食　　　：今回は大会終了後に昼食（自由）となります。会場にも食堂があります。
参加申込　：参加者は下記参加形態によって該当金額を郵便振替で学会事務局宛に10月
　　　　　　24日（必着）までに送金してください。

　研究発表大会に参加される会員は、以下の参加形態によって郵便振替で学会事務局宛に相当金
額を10月24日必着で前納してください。振込によって学会参加申し込みとします。
　また、本年度年会費（賛助会員：３万円、一般会員：4,000円、学生会員2,000円）未納の方は、
以下の金額に年会費をプラスして送金してください。研究発表大会不参加の場合でも、会費未納
の会員は郵便振替用紙で送金をお願いいたします。
　学会指定ホテル泊＋学会参加 ： 12,000＋2,000＝ 14,000円（学生： 13,000円）
　懇親会参加＋学会参加 ： 5,000＋2,000＝ 7,000円（学生： 6,000円）
　視察会・学会参加のみ ：  2,000円（学生： 1,000円）
　郵便振替口座番号：００１９０－６－４６２１４９
　加入者名　　　　：日本温泉地域学会

温泉地域研究　第23号　78～ 80（2014）

日程
11月９日（日）　視察会、懇親会
　　13：10　山形新幹線さくらんぼ東根駅前集合。山形空港13時50分頃集合
　　13：10 ～ 16：50 視察会：さくらんぼ東根駅～山形空港～肘折温泉郷（カルデラ跡～炭酸
 泉の黄金温泉カルデラ温泉館入浴・飲泉～肘折温泉街散策）。希望者には
 紅葉の地蔵倉散策後にカルデラ温泉館合流コースも用意します。
　　17：00　つたや肘折ホテルで宿泊・懇親会の受付。分宿
　　18：00　懇親会（つたや肘折ホテル）。懇親会のみ参加：5,000円（学生3,000円）
11月10日（月）　研究発表大会（会場：肘折いでゆ館）
　　　　　　　　早朝６時から温泉街で名物・朝市が催されます
　　 8：30 受付
　　 9：00 ～ 10：00 研究発表
　　10：00 ～ 10：10 休憩
　　10：10 ～ 11：10 研究発表
　　11：10 ～ 11：20 休憩
　　11：20 ～ 11：50 基調講演
　　11：50 ～ 12：00 休憩
　　12：00 ～ 13：30 シンポジウム
　　13：30 ～ 昼食（自由）・現地解散
　　14：00頃 新庄駅までの送迎バス出発。山形空港行きは後発16時頃出発

　　　　　　　　　　　　研究発表大会プログラム

11月10日（月）
自由論題　発表時間：20分（発表15分、質疑5分）
　座長：徳永昭行（長野市開発公社）
　　 9：00 ～ 9：20 浅利浩之（フィルムセンター）：「1930年代の温泉を映画で観る」
　　 9：20 ～ 9：40 古田靖志（下呂発温泉博物館）：「温泉によって生成される石灰華の形態
  的分類と温泉地域資産的評価」
　　 9：40 ～ 10：00 井上晶子（立教大学観光研究所）：「温泉地における滞在に関する研究（１）
  ─『滞在』についての一考察─」
　　10：00 ～ 10：10 休憩
　座長：古田靖志（下呂発温泉博物館）
　　10：10 ～ 10：30 内田彩（大阪観光大学）：「温泉地における滞在に関する研究（２）
 ─宿泊施設による魅力ある滞在にむけての試み─」
　　10：30 ～ 10：50 鈴木晶（別府大学）：「中国古都洛陽における温泉観光開発」
　　10：50 ～ 11：10 前田勇（立教大学）：「観光研究におけるコーホート分析
 ─関係出来事の生活史を通して─」
　　11：10 ～ 11：20 休憩
基調講演
　　11：20 ～ 11：50 金坂清則（京都大学名誉教授）：「イザベラ・バードが旅して見た東北
 日本、山形、温泉地」
　　11：50 ～ 12：00 休憩
シンポジウム
　　12：00 ～ 13：30 シンポジウム：「湯治場の再生─現代の湯治場の意義を考える」
　　コーディネーター：石川理夫（温泉評論家）
　　パネリスト　　　：吉野妙子（山形県温泉協会専務理事）
　　　　　　　　　　：木村裕吉（大蔵村観光協会長）
　　　　　　　　　　：山村順次（千葉大学名誉教授）



－80－

●　日本温泉地域学会第23回研究発表大会は、2014（平成26）年５月25日（日）・26日（月）の両日、
鳥取県米子市皆生温泉にて開催され、芙蓉別館を会場に70名近い会員が参加し、視察会、懇
親会、研究発表ならびにシンポジウムを無事終了することが出来ました。

　　視察会では米子駅前を出発、霊峰大山を車窓から仰ぎ見ながら高速道路で岡山県を経由して
鳥取県の古湯、関金温泉まで足を延ばし、関金温泉プラチナ（白金）プロジェクトを担う倉吉
市役所観光交流課職員・地域おこし協力隊、地元のサポートのもと、足湯や「白金の湯」と称
えられた源泉入浴、希望者は湯中運動も体験できました。このたびの皆生大会開催にあたって
は倉吉市や皆生温泉の会員の尽力のもと、米子市長のごあいさつと懇親会参加もいただき、か
つ視察会にはとっとりコンベンションビューローから大型バス２台の提供をいただきました。
あらためて感謝いたします。

●　第11回草津温泉観光士養成講座が草津町との共催で、平成26年９月24日（水）～ 26日（金）
の２日半にわたり、開催されます。合格者には「温泉観光士」の証書が授与されます。

●　学会誌『温泉地域研究』第24号（2015〔平成27〕年３月刊）の論文・研究ノート・書評・資料・
温泉地情報などの原稿を募集します。投稿規程・執筆要領（学会ホームページに掲載）に従い、
これまでの学会誌を参考にして、直接編集委員会 （編集担当メールアドレスmi-ishikawa@
ac.auone-net.jp）宛に原稿送付状とともにワード原稿（テキストならびに図版）を送付してくだ
さい。原稿は常時受付けていますが、第24号への原稿送付締切りは2015（平成27）年１月20
日（火）必着です。

　　論文と研究ノートは、査読を受けてパスしたものから順次、学会誌に掲載します。当学会で
は、会員による温泉地と温泉にかかわるさまざまな切り口・問題意識からの新しい研究発表と
投稿を歓迎しています。原稿作成に関して、詳しいことは編集委員会や常務理事、理事に相談
して下さい。

●　来春の第25回研究発表大会・総会の開催日程・温泉地が決まりました。2015（平成27）年５
月17日（日）・18日（月）の２日間、長崎県雲仙市雲仙温泉にて開催します。長崎は新しく本学
会事務局（長崎国際大学人間社会学部池永研究室内）を置いた県でもあります。詳細は今後、
学会ＨＰならびに次号来年３月刊『温泉地域研究』に掲載します。

●　研究発表を希望される会員は、2015（平成27）年２月25日（水）必着で、発表者名・所属・タ
イトル・発表内容（100字程度）をメールまたははがきに書いて学会事務局へ申し込んでくださ
い。

●　学会ＨＰでは学会ニュースをたえず最新のものに更新しています。会員はふだんから学会Ｈ
Ｐを閲覧するように要請します。

　　　　　　　新入会員（2014年３月１日～ 2014年９月10日）

戸田　穣　　信濃毎日新聞社　長野県　　　水口みどり　かかりつけ湯協議会　　 静岡県
堀切　康　　青森県庁　　　　青森県　　　関谷　大輝　　　　　　　　　　　　 千葉県
久保　徹　　　　　　　　　　栃木県　　　古賀　眞澄　　　　　　　　　　　　 福岡県
辻　のぞみ　　　　　　　　　愛知県　　　石内　治　　　　　　　　　　　　 神奈川県
古川　和美　　　　　　　　　広島県　　　石川　和美　　　　　　　　　　　　 静岡県
長尾　裕美　　　　　　　　　東京都

日本温泉地域学会入会申込書

　＊ 学生会員は学生証の写しを同封してください。

　事務局受付日：　　　　　　年　　月　　日
　申込書送付先
　　〒859-3298　長崎県佐世保市ハウステンボス町2825－7
 長崎国際大学人間社会学部池永研究室内
 日本温泉地域学会事務局
 （mikenaga@niu.ac.jp）
 電話 ：0956（20）5526
 FAX ：0956（39）4908

 郵便振替：口座番号　00190– 6– 462149　加入者名：日本温泉地域学会

Masahito Ikenaga
テキストボックス
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